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特　　集
第３回NOCHS文化遺産学フォーラム 
「まちづくりと文化遺産」
（共催：株式会社りそな銀行）
【挨　拶】
沢村　真人
（りそな銀行地域サポート本部・ 
りそな御堂筋ビジネスソリューションプラザ所長）
　関西大学様と私どもりそな銀行は、ちょうど二年
前、一昨年の11月に地域社会への貢献を目的とした
包括連携協定を締結致しました。すでに、皆様ご存
知のとおり、大学には科学技術分野だけでなく、人
文科学分野まで広範にわたり豊富な知的財源や人的
資源がございます。一方、銀行には個人のお客様か
ら、中小企業、大企業に至るまで、多くのお取引先
を…お取引をさせていただいております。この協定
は、こうした大学と銀行がその持てる資源をうまく
活用しあいながら、大学と銀行が地域社会の発展の
ためにできることは何かを考えていこうというもの
で、今回の文化遺産学フォーラムにつきましても、
こうした連携の一環として取り組ませていただいた
ものです。
　すでに、皆様ご承知のとおり、近年企業経営を取
り巻く環境は、大きく変化してきております。効率
優先の工業社会から、精神的な豊かさが重視される
社会に転換する中、企業の社会的責任というものが
大きくクローズアップされ、民間企業といえども、
これまでのように単純に効率性を追求すればよいと
いうものではなくなってきております。いかに地域
と共生し、共に歩んでいくかということが重要な問
題となってきております。私どもりそな銀行は、平
成15年５月の公的資金注入以降、「りそなの再生は
地域の皆様からの支持なくしては、成し遂げられな
い」との信念のもと、従来の本部指導ではなく、よ
り地域社会の皆様に近いところで運営を行う「地域
運営制度」というものを導入致しました。これは、
それぞれの営業現場が地域住民の皆様の声をしっか
りと聞き、地域の皆様に愛される銀行になるには、
どうしたらよいかを考えて運営していこうというも
ので、これにより、今日後ほどご紹介させていただ
きます、「REENALプロジェクト」のほか、「神戸
南京町応援キャンペーン」や「四条畷市の商店街活
性に向けた取り組み」など、従来の銀行では、考え
られなかったような地域限定のさまざまな取り組み
をしてまいりました。
　今回のセミナーでは、こうした地域とのつながり
を文化遺産という視点で見直してみようというもの
で、私どもとしましても、これまでの取り組みをさ
らに進化させていく上で、非常によい取り組みだと
考えております。また、いろいろな問題を一緒に考
えていくことは、当社が目指す地域に愛される金融
機関への第一歩として、非常に大切なことだという
ふうに考えております。
　これまでの関西大学様との取り組みのなかで、銀
行と大学というものは、連携の仕方によっては、取
引先に対するさまざまなソリューションの提供や地
域社会への貢献ができるのではないかということに
気づき始めてまいりました。りそな銀行の社内にお
きましても、こうしたこれまでにない新たな大学と
の取り組みを先駆け的なケースとして、今回の関西沢村　真人氏
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大学様との連携についても認知されてきておりまし
て、いろいろな大学様のほうから、関西大学様との
関係ようにうちともやって欲しいとかですね。いろ
いろなお申し出を受けるようになりました。今後
も、関西大学様との取り組みが、他大学やほかの金
融機関にとっての、ひとつのモデルケースとして広
がっていくよう、さまざまな取り組みを行っていき
たいと考えております。
　それでは、今日のセミナーをお楽しみください。
ありがとうございました。
【挨　拶】
髙橋　隆博
（関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター・
センター長）
　こんにちは、関西大学なにわ・大阪文化遺産学研
究センターのセンター長を仰せつかっております髙
橋でございます。今日は、大変寒うございまして。
そんな中、大変大勢の方にお集まりいただきまし
て、まことにありがとうございます。
　本日テーマに掲げております文化遺産という言葉
がしきりに使われだしたのは、1972年、パリで開か
れたユネスコの会議で採択され、世界遺産条約が締
結されて以来のことです、文化遺産、そして自然遺
産、これを包括して世界遺産といい、全世界的にさ
まざまな活動展開しております。日本がこの世界遺
産条約に参加しますのは、世界遺産条約が締結され
てから10年遅れてのことです。これには理由があり
まして、日本には昭和25年に制定されました文化財
保護法があり、文化遺産と自然遺産の指定と保護に
ついては、この法律でカバーできると、当初はその
ような判断が働いていたと聞いております。
　文化遺産という言葉は、昨今ずい分と言い慣らさ
れてきましたが、文化遺産学は、おそらく聞きなれ
ない言葉かと存じます。それもその筈で、これは文
部科学省がすすめる研究補助事業（私立大学学術研
究高度化推進事業のオープン・リサーチ・センター
整備事業）に、関西大学が申請しました文書の中
で、はじめて使った名辞なのです。それでは、文化
遺産学とは何を考え、研究するのかと申しますと、
確たる理論体系ができあがっているわけではありま
せん。まずは、「何が文化遺産か」を発想し、模索
することがその第一歩になります。陸上競技の三段
跳びにたとえますと、ホップです。文化遺産といっ
ても実に多岐にわたります。ですから一つひとつの
文化遺産について「どのように調査・研究を進めて
いくのか」、つまり研究の方策を構想することが、
次のステップということになります。そして、その
調査・研究の成果、あるいは見通しを社会に公開す
ることが大切です。つまり社会還元がジャンプとい
うことになります。私たちは、文化遺産学をこのよ
うにとらえているわけです。その一環としまして、
平成17年度には「大阪の文化遺産」ということで第
１回目のフォーラムを行いました。昨年の秋に、
「大阪と沖縄の文化遺産」というテーマで第２回目
のフォーラムをさせていただきました。
　本年は、東京大学教授の神野先生から基調講演を
いただき、第３回目の文化遺産フォーラムを企画さ
せていただいたわけでございます。どうぞ、第２部
のパネルディスカッションもございますので、お楽
しみいただくというのは語弊があるかもしれません
けれど、興味を持ってお持ち帰りいただきたいと念
じております。
　なお、この会場の後ろ側にございます写真パネル
は、大阪を代表する郷土史家牧村史陽先生のご遺族
から、数百枚のガラス乾板を頂戴いたし、それを焼
き付けたものです。牧村先生ご自身が、大阪市内、
大阪府内のあちこちを写真に撮られました。そのご
く一部を持って参った次第です。少し工夫しており
ますのは、牧村先生が撮られた場所と同じような場髙橋　隆博センター長
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所、定点観測というわけにはいきませんが、ある場
所の「昔と今」というコンセプトで、二つ合わせて
展示をしております。
　いまひとつ、平成17年度にスタートしました「関
西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター」のこ
れまでの活動状況の一覧をパネルにして、展示いた
しております。どうぞご休憩の際にご覧になってい
ただきたいと存じます。まことに簡単ですが、挨拶
に代えさせていただきます。ありがとうございまし
た。
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【基調講演】
「街づくりと文化遺産」
神野　直彦　（東京大学大学院経済学研究科・経済学部教授）
　東京大学の神野でございます。よろしくお願い致
します。本日、このような席にお招きに預かりまし
たことを、関西大学のご関係の皆様方をはじめ、多
くの方々に感謝する次第でございます。ご紹介があ
りましたように、私は財政学を専攻しておりまし
て、真理を探究する研究者の端くれでございます
が、今年研究者として吃驚したことは、真理を多数
決で決めるのかということです。皆様ご存知のとお
り、冥王星は太陽系の惑星かどうかというのを多数
決で決めて否決して、冥王星は太陽系の惑星ではな
いと決めたわけですね。冥王星は、皆様ご存知かと
思うのですが、プルートというギリシャの神の名前
をつけております。プルートにちなんで私たちは、
人間が作った最大の毒といわれているプルトニウム
というのも、これプルートにちなんで名づけており
ます。なぜなら、プルートというギリシャの神は、
富の国の神、豊かな富の国の神であると同時に、死
の国の神でもあるからです。私たちは今、富の国か
死の国かの分かれ道に差し掛かっています。分かれ
道のことをcrisisと申しますので、分かれ道は危機
の時代でもあるということですね。今日私は、「今
私たちは、歴史の大きな分かれ道に差し掛かってい
る」というところからお話をさせていただいて、
「まちづくりと文化遺産」というテーマに答えてい
きたいと思っております。
　（配布資料を見ながら）最初に、スウェーデンの
環境の教科書から、スウェーデンが誇る芸術家ステ
ィーグ・クレッソンの言葉を引いておきました。
「第二次大戦後、スウェーデンは豊かな国となり、
人々が『繁栄』と呼ぶ状況を生み出した。私たち
は、あまりに簡単に幸福になりすぎた。人々は、そ
れは公正であるか否かを議論した。私たちは戦争を
回避し、工場を建設し、そこへ農民の子どもが働き
に行った。農業社会は解体され、私たちの国は新し
い国になったが、人々が本当にわが家にいるといっ
た感覚をもてたかどうかは確かではない。1950年か
ら60年に至る10年間に、毎日300戸の小農家が閉業
するというスピードで、農業国スウェーデンが終焉
した。
　人々は大きな単位、大きなコミューン…コミュー
ンは市町村です。市町村を信じ、都市には遠い将来
にわたって労働が存在すると信じた。私たちは当然
のことながら物質的には豊かになったが、簡単な言
葉でいえば、平安というべきものを使い果たした。
私たちは新しい国で、お互いに他人同士となった。
小農民が消滅するとともに、小職人や小商店が、そ
して、病気のおばあさんが横になっていたあの小さ
な部屋、あの小さな学校、あの子豚たち、あの小さ
なダンスホールなども姿を消した。そういう小さな
世界はもう残っていない。小さいものは何であれ、
儲けが少ないというのが理由だった。なぜなら、幸
福への呪文は〈儲かる社会〉だったからだ。」スウ
ェーデンは、大きくここで儲かる社会から舵を切り
返そうというふうに致しますが、私たち日本もここ
に指摘されているような状態に陥っているというこ
とは、皆さんもご存知のとおりでございます。
　先ほど、りそな銀行の沢村所長がお話になってい
らっしゃいましたが、今の国民意識調査によります
と、日本国民の６割がですね。もう物の豊かさはい
神野　直彦氏
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いから、心の豊かさが欲しいと言っているのです。
依然として物の豊かさだといっているのは３割にし
か過ぎません。しかも、私たちは幸福への呪文が儲
かる社会だということに縛られて、いまや新しい国
でお互いに他人同士になっている。2004年に行われ
た内閣府の国民の安全・安心に関する特別世論調査
では、日本の国民は「もうすでに日本の国は安全・
安心の国ではない」と答えています。その理由の第
一に挙げられているのは、少年非行、引きこもり、
自殺といった社会的な病理現象が多発しているとい
うことです。日本の自殺現象は、すでに先進国型で
はなくて発展途上国型になっております。日本の自
殺の特色は、これまでは50代、60…50代で、特に男
性が多かったというのが特色だったのですが、現在
では発展途上国型、つまり子どもが自殺をするとい
う状況に陥っているわけですね。
　（資料を見ながら）「対人社会観の比較」というの
を資料として掲げておきましたので、ご覧いただけ
ればと思います。日本と韓国とフィンランドの大学
生について意識調査をしたものです。第一の問い
「ほとんどの人は他人を信頼している」。について、
日本の大学生は“そう思う”“ややそう思う”と肯
定的な回答をした大学生は３割を切っています。し
かし、フィンランドの大学生はですね。“そう思う”
“ややそう思う”を加えて、肯定的な回答をした大
学生は７割を超えているわけです。さらに三番目を
見ていただきますと、「この社会では気をつけてい
ないと誰かに利用されてしまう」。これに対して、
日本の大学生で肯定的に答えをした人間は８割に達
しておりますが、フィンランドの大学生では３割を
切り…２割を少しオーバーした程度ということです
ね。「この社会では気をつけていないと誰かに利用
されてしまう」という人間観を前提にして社会をデ
ザインすると、市場を動かすのにもお金がかかりま
す。取引コストと申しますが、相手を信頼しないん
ですから、何度もチェック入れないと取引できない
わけですね。こんなのは官がやろうと民がやろうと
同じことで、取引コストが膨大にかさむ。“ほとん
どの人は基本的に善良で親切である”。との問いに
対して、フィンランドの大学生は、８割を超える大
学生が肯定的な回答をしているのに対して、日本の
大学生は、その半分の４割にも満たない大学生しか
肯定的な回答をしていないということです。
　今、アメリカモデルに対抗して、ヨーロッパが地
域経済の復活路線として進めているキーワードは
“social capital”。人間の信頼の絆ですね。これは社
会資本と訳しますが、人間の信頼の絆のことを言っ
ております。ハーバード大学のロバート・パットナ
ムが、どうして北イタリアの地域経済は発展するの
に、南イタリアの経済は…地域経済は発展しないの
だろうかと調べてみたら、北イタリアにはコミュニ
ティーが残っていて、人間の信頼の絆がある。とこ
ろが、南イタリアには人間のコミュニティーが崩壊
し、人間の信頼の絆が残っていない。したがって、
南イタリアは経済発展しないし、北イタリアは経済
発展するのだと明らかにしております。皆さんもご
存知のとおり、国際競争力のランキングでいつもト
ップを走り続けているのがフィンランドですが、日
本は国際競争力がそれほど高い国ではなくなってし
まったということです。
　私たちは今、人間の信頼感を失い、国民の多くが
社会が崩壊していくのではないかという不安に怯え
ているというのが現状ではないかと思います。それ
は私たちが20世紀の後半から21世紀にかけて歴史の
大転換期、分かれ道に足を踏み入れたからだと理解
していただければと思います。歴史の大転換期には
必ずローマ法王がレールム・ノヴァルムをお出しに
なります。私のレジュメの最初のところを見ていた
だければと思いますが、二つのレールム・ノヴァル
ムと書いておきました。レールム・ノヴァルム「新
しきこと」「革新」とかという意味でございまし
て、ローマ法王が世界の司教に出す回勅です。勅令
を回す、回勅というものですね。昨年の４月にお亡
くなりになりましたヨハネ・パウロ２世が1991年に
レールム・ノヴァルムをお出しになっていらっしゃ
います。この時、私どもの東京大学経済学部名誉教
授の宇沢弘文先生に相談なさいました。どういう
レールム・ノヴァルムを出したらいいのか。その
時、宇沢弘文先生は、すかさず次のような副題をつ
けようと提案されました。それは「社会主義の弊害
と資本主義の幻想」という副題であります。ヨハ
ネ・パウロ２世の祖国はポーランドで、ポーランド
が社会主義の非人間的な抑圧から開放された瞬間
に、なんでも競争、なんでも市場と言い始めて非常
に不幸な結果に陥っているということを憂いて、お
出しになったレールム・ノヴァルムでございます。
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　私たちは、この前いつ、歴史の大きな大転換を超
えたのかといいますと、19世紀後半です。ちょうど
軽工業の時代が終わりを告げて、重化学工業の時代
に転換していく時期でした。歴史の転換期はいつも
大不況ですので、“great depression”という不況に
喘いでいました。1873年にウィーンの株式市場が暴
落し、その後1896年まで、世界的に物価が下がり続
けるという大不況でございました。その100年前、
ちょうど1891年に、レオ13世がレールム・ノヴァル
ムをお出しになっていらっしゃいます。そのレール
ム・ノヴァルムには副題がついておりました。それ
は「資本主義の弊害と社会主義の幻想」という副題
であります。この大不況で倒産が相次ぎ、失業者が
巷に群れをなしている。資本主義の弊害というの
は、明らかになっているのだけれども、それは社会
主義になれば解消されるのだと説くものがいる。し
かし、それは幻想にしか過ぎないというのが、レオ
13世のレールム・ノヴァルムの趣旨でございまし
た。
　昨年、お亡くなりになったヨハネ・パウロ２世
は、この二つのレールム・ノヴァルムを踏まえて、
私たち歴史の大転換期に生きる者に対して、次のよ
うなメッセージを残されています。それは、「資本
主義と社会主義を超えて、人間の尊厳と魂の自立を
可能にする経済体制は、いかなる特質を持ち、いか
なる方法で具現化することができるのか。」という
問いであります。私たちのように、この歴史の峠、
歴史の大転換期とも言うべき峠に生きる人間が答え
なければならないのは、こうした、ヨハネ・パウロ
２世の遺言のように残されたメッセージに答えると
いうことだろうと思います。
　私たちはどういう歴史の峠で、何が行き詰ってい
るのかといえば、それは工業社会が終わりを告げて
いるということです。重化学工業が行き詰まりを始
め、重化学工業を基礎に成り立っていた国民国家も
終わりを告げようとしている、そういう時代に来て
いるのだということだろうと思います。重化学工業
を引っ張っていた自動車は、あと20年か30年すれ
ば、この地上から姿を消すことになります。それ
は、石油がなくなりますので、欲しくても無理とい
うことになるわけです。気の利いた自動車会社は、
いまや自転車を作り始めているというのは、皆さん
もうご存知のとおりです。BMWは28万円の自転車
を出しておりますし、ポルシェは56万円の自転車を
出し、つい最近ではメルセデス・ベンツが34万円の
自転車を出していることは、皆さんもうご存知のと
おりであります。これからの時代はどういう時代な
のかということについても、誰もが分かっているわ
けですね。これまでの重化学工業の時代が終わりを
告げて、知識や情報やサービスを産業の機軸とする
ような産業構造が出来上がってくる時代になるとい
うことですね。こうした歴史の大転換期を乗り越え
るに当たって、「私たちはそれぞれの国民が持って
いる特色を生かしながら、希望と楽観主義を携えて
こえよう。」とスウェーデン政府は国民に訴えてお
りますが、希望と楽観主義を携えて渡るということ
が、重要なのではないかと思います。
　私たち日本人はどういう点に特色があるのかとい
うことですが、それは明治時代に開国と共に多くの
ヨーロッパの人々が日本にやってきますが、その多
くのヨーロッパの人々が日本人を見て、日本人に対
する印象記を残しています。その印象記の中でもっ
てですね、日本人の特色として指摘している点が３
つあります。１つは「優しさ」ですね。日本人とい
うのは、どうしてこんなに優しいのだろう。それか
ら、もうひとつは「謙譲」です。どうして、日本人
は自己主張しないで、譲ってしまうのだろう。３番
目は「心のゆとり」ですね。どうして、日本人はこ
んなにも心のゆとりを持っているのだろう。この３
つはいずれも、今日本人が失わなければならないと
感じていることです。優しさなんかを持ったならば
モラル・ハザードが働くぞ、譲ったならば競争に負
けるぞ、ゆとりを持ったら効率化は達成できないの
でしごけ、というふうに考えているところですが、
ヨーロッパの人々はそこに日本人の特色を見出して
いました。
　さらにもう一つ、ヨーロッパの人々の残した印象
記でどの印象記も指摘している、日本で見受けられ
る現象がございます。それはですね、日本の子ども
たちはどうして笑っているのだろう。日本の町に
は、どうして子どもたちの笑顔が溢れているのだろ
うということですね。これも、今失いかけました。
先ほどお話を致しましたように、国民世論調査では
日本の国民が一番心配しているのは、少年非行、引
きこもり、自殺なのですから。子どもたちの笑顔が
消えたということですね。私は、終戦直後に生命を
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もらいましたが、第二次世界大戦直後、昭和30年の
高度成長が始まる時期でも、日本はまだまだ貧しい
社会でございました。お砂糖を輸入することすらで
きず、子どもたちがお酒屋さんでざら紙に砂糖をよ
うやく買って「ああ、甘さっていうのはこういうも
のか。」というような貧しい時代でございました。
しかし、町には子どもたちの笑顔が溢れていまし
た。子どもたちは、二つの木陰のもとで生きてい
た。一つは、もちろん自然が作り出す木陰ですね。
もう一つは、人間の作り出す絆の木陰です。この人
間の織り成していく温もりの中で、子どもたちは育
っていたわけです。最近、３丁目の夕日という、当
時、つまり高度成長期になろうとしている貧しい社
会ではあるけれども、まだまだ子どもたちが人々の
温もりの中で育っていた時代を懐かしむという漫画
が爆発的に売れているようですが、そういう時代だ
ったわけですね。
　経済学は、儲けることがよいことだと教えたこと
は一回もありません。今の経済学者というのは、た
ぶん勉強してないからだと思いますね。経済学者は
常に金を儲けるということは、あまりいいことでは
ないと教えてきました。経済学というのは、アング
ロサクソンの非人間的な支配に対する反発から生ま
れました。スコットランド人アダム・スミスが創り
出し、スコットランド人ジョン・スチュワート・ミ
ルがそれを引き継いだわけですが。アングロサクソ
ンの植民地支配に喘いでいた、スコットランドの叫
びが経済学でございます。私が大学に入学するちょ
うど前の年ですが、東京大学の総長をしていた大河
内一男先生は、東京大学の卒業生に対して、偉大な
経済学者ジョン・スチュワート・ミルの有名な言葉
を引用して卒業生たちに「諸君らの任務は、この社
会で貧しい人々のために努力をすることだ」と訴え
ました。その有名な言葉というのは「太った豚にな
るよりも、痩せたソクラテスになれ」という言葉で
すので、経済学者はいつも「太った豚になるな、痩
せたソクラテスになれ」と教えてきたわけですけれ
ども、これが失われつつあるということです。
　私たちが今、抜け出そうとしている工業社会は、
どういう社会だったのかといえば、スウェーデンで
は子どもたちに、今までの工業社会というのは「強
盗文化」だったというふうに教えております。「強
盗文化」とはあらゆるものを、欲望の赴くままに自
分のものにしてしまう傾向が支配的な文化だと言わ
れております。文化とは何かということですが、文
化とは人間の生活様式のことを文化というふうにい
ます。これは広辞苑でも何でも引いていただけれ
ば、文化というのは人間の生活様式だと出てきま
す。これはculture。cultivateは耕すことですので、
私たちの持っているものを発展させていくことです
ね。これをcultureと我々は言っているわけですね。
educe教育も同じことですね。education、educeは
引き出すことですので、子どもたちを育てる教育
も、子どもたちが持っているものを引き出してあげ
ること、と言っております。
　文化とは生活様式だというお話を致しましたが、
この文化を失うと地域の経済も衰退をしてしまいま
す。皆さんもご存知のとおりに、日本の食糧自給率
は1960年には、ドイツもイギリスも日本も60％だっ
たのですが（エネルギー自給率でとるか穀物自給率
でとるかというのは、いろいろ難しい話であります
が）ヨーロッパはほとんどの国が100％。ドイツも
イギリスも100％を越えております。日本は今、エ
ネルギー自給率で40％ぐらいでしたか。穀物自給率
は、30％から20％になってしまうという状態に追い
込まれているわけですね。これは、文化を崩したか
らです。生活様式を崩したからです。穀物自給率と
いうのは、人々が食べるものに対して、何パーセン
トを自分の国で作っているかという話ですが、文化
を崩すと自給率は落ちます。つまり、パスタとか、
訳も分からないものを食べ始めると、分母の食生活
が変わりますから、分子がいくら頑張ってもだめな
んですね。ヨーロッパの穀物自給率が高いのは、そ
ういう文化を守っているからです。それぞれの地域
社会で季節性、それから地域性のあるものを食べる
わけです。何月にはどういうハーブティーを飲み、
何月にはどういう物を食べるのか、季節性と地域性
が決められて食べ物が成り立ちます。フランクフル
トソーセージというのはフランクフルトでしか食べ
ませんので、ほかの地域では食べないわけですね。
その地域社会で採れるものを食べ、その地域社会で
採れるもので生活をしていくと、その地域社会での
生活様式が残ります。
　そうすると例えば、フランクフルトで新しい産業
が起きた。すると、一極集中するようなことはあり
ません。なぜならですね、フランクフルトで新しい
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産業が起きた。賃金が上がった。周りから働きに行
く。そうすると、フランクフルトでの賃金は上がる
のが緩やかになるわけですね。当然ですが、労働の
供給が増えますから。ところが、もともとの地域社
会の中にその地域での生活を支えている産業が残っ
ていると、その産業の賃金が上がりますから、当然
のことながらバランスよくそこで人口が止まるわけ
ですね。人口の流失が止まって、バランスよくなり
ます。したがって、文化を崩さないヨーロッパで
は、人口が一極集中をするということはありませ
ん。文化と生活様式を崩せば、必ず一極集中しま
す。
　文化を崩しているか、崩していないか、それを見
るのは実に簡単です。街並みを見ればいいわけで
す。文化を崩しているところというのは、近代的な
建物が乱立しているところですね。近代的な建物と
いうのは発展途上国と日本にしかありません。発展
途上国も日本も一極集中をして、人口がどんどん集
中しています。バンコク、マニラ、東京と見ていた
だければ分かりますが、文化を崩して生活様式を崩
すから、どんどんどんどん一極集中が止まらないよ
うな形で出てくる。ヨーロッパに行っていただけれ
ば、皆さんご存知のとおり、ヨーロッパには近代的
な建物は建っていません。ミュンヘンなどは、第二
次世界大戦中に爆撃をされ、すべての街並みを崩さ
れますが、その割れたくずを集めて、全部前と同じ
街並みにしているわけです。生活様式を守っている
わけですね。もちろん状況は変わります。したがっ
て、状況に対応するように今まで自分たちが持って
いる生活を時代の変化に合わせて変えていく。中は
ハイテク化するわけですね。中はハイテク化しなが
ら変えていくということをする。その文化を守った
所が一極集中をしないで、地域は地域として産業循
環が残るということになってくるわけです。
　もし、先ほども言いましたように、文化を崩せば
その地域社会の産業循環も、さらに生活も崩されて
いくということになります。今では「あなたの足の
大きさは何文ですか？」と聞かれて、自分の足の大
きさが何文だって答えられる人は、ほとんどいなく
なっているんですね。それどころではなくて、吃驚
するのは「文」というのは足の大きさを表す単位で
あるということも知らない。しかも、足の大きさを
例える「文」というのは、昔のお金の一文銭をいく
つ並べたのかということで決まるということを知っ
ている人については、もう皆無に等しくなってしま
っています。日本では靴を履いてはいけないんです
ね。高温多湿ですから、だいたい水虫になってしま
う。なので、下駄か草履を履かなくてはいけないの
で、ああいう履物を作っているにもかかわらず、生
活様式を失ってくると、その地域は衰退していくこ
とになるわけですね。今では、子どもたちは、靴を
入れる箱のことを下駄箱と言うのは知っているので
すが、どうして下駄箱と言うのか分からなくなって
いるという状態になっているわけですね。生活様式
を崩せば、必ず画一化した商品には、これはグロー
バルで決まりますから、その地域での産業は死滅し
ていくということになってしまうわけです。
　（資料を見ながら）それで、こうした文化という
ことの重要性を説明するのに、スウェーデンでは子
供たちに次のように教えております。人間の欲求に
は、そこに書きましたように「所有欲求」と「存在
欲求」がある、「所有欲求」というのは、自然を所
有することによって充足される欲求である、つま
り、物を持つことによって欲求される欲求である。
私たちは「所有欲求」によって豊かさを実感するこ
とができる。しかし、もうひとつの欲求があって、
それは「存在欲求」だ。「存在欲求」というのは、
人と人とのふれあい、人と自然とのふれあいの中で
充足されていく欲求である。私たち人間は、「所有
欲求」が満たされると豊かさを実感します。しか
し、「存在欲求」が満たされると幸福を実感するこ
とができると教えております。あなたの一生をもう
一回…生きてきた道を振り返ってみなさい。自分が
幸せだなあと感じたのは、両親とのふれあいとか、
愛する人とのふれあいの中で感じたでしょう。物を
持ったときに感じたのではありませんよねと。こう
いうふうに、教えているわけです。「存在欲求」と
「所有欲求」というのは、肉体と魂、心と物質と言
い換えてもいいかもしれない欲求です。
　貧しさとは何かということですけれども、貧しさ
というのは物がないことではない。これは、アフリ
カのセレール人の言葉でありますが、「貧しい、貧
困だということは、衣服がないということではな
い。孤独であるということだ。」と言われています。
貧困というのを規定するのには、いろんな要素があ
ります。物が奪われてしまっていることも貧困にな
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りますが、人間と人間の関係も奪われてしまってい
るということも貧困に陥るということですね。日本
は今、相対的貧困率では世界で最も貧困の国に入っ
ておりますので、物の貧困もそれから心の貧困も、
つまり孤独の中で貧困が陥っているという状態にな
ってますから。両方を味わうことができるような社
会になってしまったということですね。
　子どもたちにスウェーデン政府は次のように教え
ています。今、ひとつの時代が終わろうとしてい
る。先ほども言いましたけれども、工業社会が終わ
ろうとしている。工業社会というのは「存在欲求」
を犠牲にして、つまり人間と人間とのふれあいと
か、人間と自然とのふれあいとかという幸福を犠牲
にして、「所有欲求」という物を持つ豊かさだけを
充足しようとした社会なんですよ。これからの私た
ちの社会というのは、人間の人間的な欲求である
「存在欲求」を充足するように生きていくことがで
きるようになるのだと教えております。
　（資料を見ながら）２ページ目の４番目のところ
に「文化による地域再生」と書きましたが、今ヨー
ロッパの地域開発で合言葉として唱えられているの
は「サスティナブル・シティー」です。持続可能な
都市。この持続可能な都市ということには、二つの
意味が含まれていて、それは文化と環境による地域
の再生ということですね。工業社会によって汚染さ
れた大気、工業社会によって汚染された水。つま
り、工業社会によって汚染された環境を良くし、同
時に工業社会が成立する前に持っていた私たちの生
活様式をもう一度発展させようということです。簡
単に言ってしまえば、国民国家が成立する前に持っ
ていた生活様式。国民国家が成立する前に持ってい
た文化を発展させ、国民国家の成立というのは、工
業社会と同じですから、工業社会が成立する前に私
たちが持っていた生活様式と、工業社会が汚染して
しまった私たちの生活環境を復活させることによっ
て、地域再生をしようと考えられるようになったと
いうことです。
　私たちの生活様式は、元々はさまざまな文化的な
活動と労働が統合されていました。労働をするとき
には、いつもお祈りをし、歌を歌っていたわけです
し、食卓を前にして私たちはいつも、収穫への感謝
と賞賛の歌を歌い、食事をしました。さらに、母親
が子どもたちを呼び集めるときには、呼び寄せる牧
歌を歌い、子供たちを集めていたわけでございます
が、そうした生活様式、文化というものを見失い始
めてきたのが工業社会です。私がやっております財
政学がドイツで成立したころ、ドイツでは地政学と
いう学問が成立します。その地政学によりますと、
自然には顔がある。それぞれの地域の自然には、そ
れぞれの地域の自然の顔がある。これを私たちは景
観と呼んでいます。日本の景観とちょっと違います
ね。景観…もう少し定義すれば、自然景観と言った
ほうがいいかもしれません。それぞれ自然には自然
の顔があって、それの顔…つまり景観がある。私た
ちの人間の生活は、それぞれの地域の自然の顔に合
わせて、生活様式が成り立っているわけです。そう
した目に見えるもののことを生活様式と言っており
ますので、文化・生活様式というのは生態系に合わ
せた生活づくりだと考えていただければいいかと思
います。私たちは、こうしたものを“slow up and 
come down”というふうにそこに書いておきまし
たが、ゆっくりと作り上げていくということが重要
ですね。今日、なにかパンフレットなどを読ませて
いただきますと、落語のお話がでてきますが、落語
というのは皆さんもご存知のとおり、安楽庵策伝と
いう浄土宗の僧侶が、浄土宗の教えを広めるために
作り上げたものが落語ですので、落語というのは非
常にゆっくりした笑いのわけですね。刹那的にすぐ
笑わせるという現在のことではなくて、文化という
のは、非常にゆっくりとした笑いをもたらしていた
わけです。
　地域のそれぞれの発展を、地域の生活様式を復活
させることによって発展させる試み、これがヨーロ
ッパで展開をし始めているわけであります。それ
は、工業社会が終わりを告げて、知識や情報やサー
ビスの時代になったということと対応していると言
っていいかと思います。例えば、ヨーロッパの工業
地帯アルザス・ロレーンの中心地ストラスブール
は、皆さんもご存知のとおり、町にLRTという次
世代型の路面電車を引いています。この路面電車は
芝生の上を走りますので、もう道は芝生になってい
るわけですね。で、町の中には、当然自動車は入れ
ません。日本人は道という感覚が分かりませんけれ
ども、道というのは人間が交流する場ですので、
ヨーロッパであれば道と道が交錯すれば、そこは必
ず広場になっている。道はどんどんカフェでもなん
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でも、出ていってかまいません。なぜなら人間が交
流する場だからです。自動車は、人間が交流する権
利を侵さない限りにおいてしか進入をすることがで
きませんので、町の中の道は人間が交流しますよ
ね。だから、町の中の道には自動車を通行させませ
ん。そして、道と道を、町と町をつないでいる道
は、これは人間があんまり交流しませんよね。だか
ら、自動車の通行を認めましょうと。町の外側に
パーク＆ライドで駐車させて、町の中はLRT。そ
れからあとは自転車。こうした街づくりをし始める
と町の商店街は衰退すると言われていたのですが、
実はやってみたらストラスブールは世界的な商店街
になってしまいました。それは、町の商店街ってい
うのは、自動車で走り抜けられるよりも、自転車で
町の商店街を歩いてもらったほうが物がよく売れる
という、当たり前の事実にようやく気づき始めたと
いうことですね。
　ゆとりの教育とかなんとかと言っても、私たちは
子どもたちにゆとりの空間を作ってあげなければな
らないのですが、道というのは子どもが遊ぶ権利を
持っているところで、子どもが悪戯書きをしたり悪
さをしたり、創造性を育むためにいろんな遊びを工
夫したりする場、それが道なのです。日本では、子
どもたちに道で遊んではいけませんというふうに教
え、権利を奪っているどころか、全国津々浦々、子
どもたちが学校へ行くのにさえ、道を命懸けで渡っ
ているという、変なことが起きているということに
なってしまったわけです。今のような街づくりをス
トラスブールもしたら、どういうことになったのか
というと、「ああ。住むんだったら、あのストラス
ブールで住みたい」と言って、ストラスブールに人
がどんどん集まってくるようになりました。今は、
重化学工業の時代ではありませんので、工場を誘致
してもだめなんですね。
　皆さんもご存知のとおり、ヨーロッパの議会、
EUの議会はストラスブールに設置されることにな
りました。さらにフランスのエリートを養成する
ENAですね。高等行政学院、これもストラスブー
ルに集まるようになりました。ストラスブール大学
の大学生の数は、いまや５万人になっております
が、人口23万人ですから優秀な学生たちがみんな集
まってくるようになりました。ルイ・パスツールの
生まれた町ですから、ルイ・パスツール研究所に
は、優秀な人材が「ああ、あの町に住みたい」と集
まってきてバイオが盛んになり、グーテンベルグの
町ですので、さらにさまざまなハイテク産業やなん
かが興り始めてくる。工場はなくてもですね、知恵
を出す人々が集まってき、知恵を出す人々が育って
いくようになる。つまり、住みやすい町にすると
「ああ、この町に住みたい」。その町の文化、ストラ
スブールの文化…アルザス・ロレーンのドイツでも
フランスでもない文化が復興してくると、その町に
人々が集まってくるようになるという時代になって
きたということですね。産業構造が変わってますか
ら。
　さらにもう一つの工業地域は、皆さんご存知のと
おりルールという工業地域ですが、ここにはエムシ
ャー川という川が流れていますけれども、このエム
シャー川をエムシャー・パーク、まるで公園のよう
に、つまりルールの伝統な街並みを全部復活させ
る。そこに人々が住み始める。で、もちろん町の中
には自動車を入れませんので、ルール伝統の街並み
が復活して、まるで公園のようにする。そうする
と、工業に汚染されたルールの水・大気をよくしつ
つ、したがって車は入れません。環境とルール伝統
の文化を復活させることによって、地域興しを始め
た。そうしたならば、そこに人材が集まって、さま
ざまな新しい産業が生まれ始めるという形になって
きたということです。
　もう一つ例を挙げさせていただければ、今ヨーロ
ッパが注目をしているのはキューバです。キューバ
は皆さんご存知のとおり、1991年ロシアが倒れる
と、ロシアから入ってきた石油が入ってこなくなる
のです。さらに、アメリカが、嵩にかかって経済封
鎖をかけますから1989年から91年にかけて輸入が
20％になってしまうのです。そうすると、閣僚は全
部、車を使いませんので自転車通勤です。それか
ら、町の空き地は全部緑にして畑にしないとだめに
なってしまうのですね。さらに、地産地消とかって
言わなくていいんですね。地産地消しないと死ぬの
で、地産地消せざるを得ない。それから、有機農業
とかいう必要もありません。化学肥料を輸入できま
せんから。それから、医薬品、科学の医薬品が輸入
できなくなりますので、徹底した教育によってお医
者さんをたくさんつくって自然治癒させるような方
向にもっていかざるを得なくなって、文化が花開き
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始めます。つまり、アメリカで最も古い文化である
キューバの文化が復活し始めるわけです。伝統の文
化を復活させないと、生活様式を復活させないと
と。その結果、キューバは光り輝き始めます。現
在、成長率６％。さらに、平均寿命は延びに延び
て、今アメリカを抜いたと思います、南北アメリカ
で最も平均寿命の長い国になり、かつ経済成長率、
日本が好きな経済成長率でいっても、現在５％の高
度成長を誇っておりますから、完全にそうした方向
が良いということになっているわけでございます。
　（資料を見ながら）４番目の最後に書きましたけ
れども「発展なき拡大」ということを書きました。
発展というのは何かということですが、発展という
のはdevelopですね。developというのはenvelopeの
反対です。envelopeというのは、封をするという意
味ですね。包む、封をする。封をする反対の封を解
くということがどうして発展なのかといえば、発展
というのは、内在しているものを解きほどしてあげ
るということを発展といいます。卵が幼虫に、幼虫
がさなぎに、さなぎが成虫に…これは発展したとい
うわけですね。木でもそうですね。種が芽を出し、
芽から茎が出て…これは発展した、或いは、成長し
たといいます。しかし、外からの圧力で変形する、
pressure圧力でもって形を変えていくことは発展と
はいいません。内在的なものでないものは、発展と
はいわないのですね。木が机に発展したとはいいま
せん。外からの力で強引に変えるもの、これ発展と
はいわないのですね。日本の教育も盆栽教育なので
す。日本の教育というものは、盆栽って皆さんご存
知のとおり、曲がりたくもないのに針金でもって強
引に曲げていくわけですね。ああいうことを教育だ
と日本は思っているのですが、スウェーデンなどの
教育は、それは教育とはいいません。教育というの
は、その人間が伸びたいようにどんな枝ぶりでもい
いですよ、あなたの好きなように枝ぶりを伸ばしな
さいという栽培型といいます。盆栽型ではなくて、
栽培型。人間が伸びたいように伸ばしてあげる。で
は、教育は何をするのか。教育は肥料をあげたり、
伸びたいように伸びることを阻害するような害虫が
つかないようにしてあげること。これが教育という
ことになるわけですね。私たちの地域の発展を見て
みると、どうもその地域内の産業循環や生活様式を
崩して、発展なき拡大をやった。そうすると、工場
やなんかが全部海外に安い賃金求めて出て行ったと
きに、何にも残らなくなってしまう。その地域固有
の生活様式も賃金も残っていないような状況に追い
やってきてしまっている。発展なき拡大をやってし
まった。これと決別をする時期が来た。これが文化
による地域発展ということになるのだということで
すね。
　（資料を見ながら）最後に、５番目に「４万時間
の夢」ということを書いておきました。私たち人間
は、自然に拘束されている必然から自由になろうと
して生きてきました。この４万時間という言葉は、
私が大学生の頃にジャン・パウル・フーラスティエ
という未来学者が書いた本が『四万時間』という本
です。４万時間というのは、これから21世紀の初
頭、2030年ぐらいになると、労働時間が一生涯で
４万時間になるという本でした。４万時間というの
は、週５日労働して一日６時間労働をする。週30時
間労働をする。そうすると35年間働くと、生涯労働
時間が４万時間になる。人間は自然に働きかけて労
働をして、人間に有用なものに変えていくという労
働をしなければならいのですが、自然に拘束されて
いる時間が４万時間で済むようになる。ところが、
21世紀の初頭には、全生涯時間は、平均寿命が、85
歳ぐらいになって（これはもう実現しているわけで
すが。）、70万時間になる。労働時間は４万時間にな
る。ただし、人間は外なる自然に戦いを挑む労働時
間は４万時間になるのですが、内なる自然、生理的
な欲求を満たさなければなりませんので、睡眠時間
やそれから食事のための時間に一日10時間取られ
る。そうするとそれが、一生涯で30万時間になる。
あと残った36万時間はどういう時間になるのかとい
うと、人間が人間としての欲求を満たしていける、
さっき言いました「存在欲求」を満たしていけるよ
うな時期になる。その時には何をやるか。文化活動
をやるのですね。それまで、王侯貴族しか楽しめな
かったような行為を人間はするようになるでしょ
う。一つは、ヴァイオリンを奏でたり、ピアノを弾
いたり、絵を描いたり…文化活動をどんどんするよ
うになる。もう一つ重要なのは、日本でいうNPO。
ヨーロッパではアソシアシオンでね。お互いの助け
合いのために、無報酬で行うような活動もそこに入
ってくる。もちろん人間が、人間として楽しむよう
なものになってくるというふうに、そういう社会が
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21世紀初頭には成立する。しかも、ジャン・パウ
ル・フーラスティエは「この４万時間に一番最初に
到達する国。それは、日本だ。」と予言しました。
　この間、この『四万時間』という本を出した朝日
新聞の人が来て、「先生は、いつも４万時間、４万
時間と言っているけれども、日本が最初に４万時間
になると言いながら、どうもなりそうにない。どこ
で狂ったのか…歯車が狂ったんでしょうか。」とい
う質問でしたので、もう一回この『四万時間』とい
う本を読んでみると、一部・二部・三部と別れてい
まして、二部が「1985年」という章でした。1960年
に書かれた本なのですが、人間は1985年までは、生
活水準を引き上げるために全力を尽くして経済を運
営する。しかし、1985年になると生活水準を引き上
げるということではなくて、生活様式…先ほど言い
ました生活様式は、文化だとお話ししました。生活
様式を充実させる方向に、量から質に変えていくと
いう転換をするのだと書いてあったのですね。1985
年に日本は、世界で一番豊かな国になりました。一
人頭の国民所得でアメリカを抜き、国民所得で第二
位。世界第二位になります。スイスが上にいますけ
れども、人口の多い大国では、最も豊かな国に躍り
出たのが1985年です。この後、日本はアメリカに叩
きに叩かれるのです。プラザ合意でもって、430兆
公共事業をやるとかなんとか叩きに叩かれて衰退を
していくのですが、この時、日本が最も豊かになっ
たときに、生活水準から生活様式に変えていかなけ
ればならなかった。
　工業の時代が終わり、大量生産・大量消費の時代
が終わって、多品種少量生産の時代になる。物は、
より使いやすいもの、より優雅なもの、より長持ち
をするものを作るようになる。私たちは、自然に働
きかけて物を作るときに、自然に存在する物質量に
知識を加えて物を作ります。知識・情報・インフォ
メーション。informは、形を与えるという意味です
から。物を作るときに、例えば、鉄鉱石から鉄の鏃
を作るときに、私たちは自然に存在する物質量に知
識・情報を与えて、形を与えて物を作るわけです
ね。これから知識社会になっていくと、物の作り方
が大きく変わり、例えば、心臓のペースメーカーを
作るときには、鉄の鏃を作るときよりも、自然に存
在する物質量に加えて、膨大な知識と情報の量を使
って作るようになる。膨大な情報や知識を加えるこ
とによって、私たちは自然に存在する物質量をわず
かしか使わないで、物を作るようにしようとする。
それは、自然が崩壊するからです。自然がもうもた
なくなるからです。自然がもたなくなるので、私た
ちはそこに情報と知識を加えて、知識や情報を多く
使うことによって、可能な限りセービングしようと
する。これが４万時間制に入っていくことだという
ふうに言っております。
　文化ということを考えてみると、工業社会での文
化というのは、私たちは市場でお金で買っていまし
た。芸術は、みんな金で買っていたわけです。しか
し、簡単に言ってしまえば、それは「代理人文化」。
代理人のやっている文化だと言われています。つま
り、文化労働…芸術にしろ何にしろ、専門家だけが
やって、その専門家がやる文化労働を買う。素人が
買うというやり方だったのですが、そうではなく
「代理人文化」が終わりを告げて、私たち自身が文
化を創り上げる人間になっていく。「観る」文化か
ら「する」文化と書きましたが、「観る」から「す
る」。市場で購入してただ観客として、演劇や或い
はスポーツや芸術を楽しむということから、私たち
が参加する文化へ。それから、これまで大量に使用
していた「量」から「質」に変える。「量」から
「質」に変えるもの、それが情報であり知識である
わけです。それで、そうした文化が発達をしてくる
と、地域興しが変わってきて、工業社会では、生産
をする機能をその地域に集めてくると、人が集まっ
てくるという地域興しだったのですが、これからの
知識社会・情報社会では、生活しやすい場を作る
と、それが磁石のような磁場になって人々が集まっ
てくるということになります。それが４万時間の夢
であり、文化による地域再生の方向性なのではない
かと思います。
　最後に、私は人々が競争するということと同時
に、私たち人間の社会にはお互いに助け合っていく
という領域がうまくかみ合っていないと機能しない
ということを考えてもらうために、スウェーデンの
中学校の教科書、『あなた自身の社会』の中から
「子どもと家族」というページで終わらせていただ
いておりますので、お手元の「子どもと家族」とい
うところを見ていただければと思います。
　「私たちは、学校、職場、余暇活動などで、さま
ざまなグループに属しています。しかし、私たちに
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とって最も大事なグループは、それがどんなタイプ
であるかにかかわりなく、家族です。」次の段落を
見ていただきましょうか。「家族の中にあって、私
たちは親近感、思いやり、連帯感、相互理解を感じ
ます。」２行飛ばさせていただきます。「家族にあっ
ては、私たちはありのままでいながら、受け入れら
れ好かれていると感じることができます。たとえど
んな馬鹿なことを言ったりしてもです。そういうこ
とは、その他のグループでは決してありません。」
といって、ドロシー・ロー・ホルトになっています
が、ノルトです。ノルトの間違いです。子どもの詩
を載せております。学者は人まねができないので、
私は一年前の２月に皇太子殿下にこの本を差し上げ
て、この詩を朗読しましたら、殿下は大変感動され
て５日後のお誕生日の記者会見で読まれていらっし
ゃいます。あの、私が真似したんじゃないというこ
とだけですが。スウェーデンでは、ポスターは規制
されておりますけれども、この子どもの詩を、児童
虐待を監視する組織がピンク色のポスターでこの詩
を掲げています。スウェーデンに行かれて、ピンク
色のポスターを見たら「ああ。あの詩が載っかって
いる。」と考えていただければと思います。「批判ば
かりされた子どもは　非難することをおぼえる　殴
られて大きくなった子どもは　力にたよることをお
ぼえる」。よくヨーロッパで、子どもがいたずらを
すると母親が人前で子どものお尻をパーンと叩い
て、次の瞬間口づけをするという光景を見かけるこ
とがありますが、スウェーデンではそれはありませ
ん。母親が子どものお尻を叩いた瞬間に、その母親
は逮捕されるからです。児童虐待法違反。それは、
殴られて大きくなった子どもというのは、力に頼る
ことを覚えるからですね。「笑いものにされた子ど
もは　ものを言わずにいることをおぼえる　皮肉に
さらされた子どもは　鈍い良心のもちぬしとなる　
しかし、激励をうけたこどもは　自信をおぼえる　
寛容に出会った子どもは　忍耐をおぼえる　賞賛を
受けた子どもは　評価することをおぼえる　フェア
プレーを経験した子どもは　公正をおぼえる　友情
を知る子どもは　親切をおぼえる　安心を経験した
子どもは　信頼をおぼえる　可愛がられ抱きしめら
れた子どもは　世界中の愛情を感じとることをおぼ
える」。スウェーデンでは、子どもにどれが正しい
ということを教えませんので、課題の４のところ
「あなたは詩『子ども』のどこに共感しますか。」左
下ですね。「激励や賞賛が良くないのはどんなとき
ですか。この詩は、大人にたいして無理な要求をし
ていませんか。両親が要求にたいして応えきれない
のはどんなときか、例を挙げましょう。」と考えさ
せていることです。
　まとまりのないお話になったことをお詫び致しま
して、私のつたない講演に変えさせていただきま
す。どうもありがとうございました。
プレゼンテーション①
川口　良仁
（「平野の町づくりを考える会」／全興寺住職）
　平野から参りました川口と申します。私たちの街
づくりは1980年に始まりまして、26年経ちますけれ
ども…まず最初にDVDをもちまして、平野という
地域、それから街づくりの様子というのを８…７分
程度のDVDにまとめておりますので、それをまず
ご覧いただきたいと思います。どうぞ、よろしくお
願い致します。
　「DVD：聖徳太子の建立と伝えられるわが町平野
の全興寺。随分前のこと。この町は、この
お寺を中心に人が住み、道が作られ、暮ら
しが営まれ、文化が育まれてきました。平
野郷と呼ばれるこの町は、その昔、堺と並
フォーラム会場の様子
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ぶ自治都市として広く知られていました。
朱印船貿易に象徴される、先の先を見通す
才覚ある商いで財をなし‥先を見通す
‥‥‥‥虫籠窓、手格子に亀甲網の入った
障子‥蔵などの懐かしい歴史の意匠があち
らこちらに顔をのぞかせています。味わい
のある美しさと共に、実際的な役割を備え
た佇まいが、そこここに見られます。そん
な街並みにもミニ開発と時代の波が押し寄
せ、どこの国のまちかと見紛う建物が建て
られてきています。そこで「こんなデザイ
ンではどうですか」とイラストで提言。落
ち着いたもので業者が取り入れてくれまし
た。
　　　　　早速、ニュースでまちの皆様にもお知ら
せ致しました。その一方、広くまちの皆様
にも呼びかけ、景観協約運動を展開。千数
百枚の写真撮影を基に、平野に相応しいの
か、美しいのか、利便性はどうかと53項目
に選定して、わがまち独自のガイドライン
を作り上げました。まず、最初にお願いし
たのが、この町で一番古い商店の修景でし
た。イラストをもってお願いして、創建当
時に戻してくださいました。江戸時代の代
表的な町家の面影を色濃く残す邸宅。新築
にも設計段階でお願いをしています。まち
で人気一番の定食屋さんの修景。改築中に
も大きく反響を呼んだ、二階建て六軒長屋
の修景。比較的新しいお宅も、老人憩いの
家も。威勢のいい若者たちにも受け入れら
れた流町だんじり小屋の新築修景と、町全
体に35ヶ所の修景を見ることができまし
た。行政側も私たちの運動に共感して、古
びた道路を見渡しのいいバリアフリーで、
お年寄りにも優しい理想化と標識の地表化
で応えてくれました。電力会社も飛び交う
電線の地中化で、広い空を取り戻してくれ
ました。私たちのまちづくりの始まりは、
27年前の昭和55年。70年近く親しまれてき
た南海平野線の廃線と決まったときからで
す。その特異な木造駅舎の保存運動に遡り
ます。
　　　　　しかし、保存が叶わぬとみるや、駅舎の
葬式を真面目に行ったのが今に繋がってい
ます。すっかり定着したガレージセール。
着られなくなった子ども服、遊ばなくなっ
た玩具など、家庭で眠っている生活用品が
並び、人と人との交流の場ともなっていま
す。久しく途絶えていた、平野土産も復興
されました。「町がアート」をスローガン
にして、アーティストと住民とが協力して
繰り広げた「モダンde平野」。この商店街
アートは、店に並べられている商品を額縁
に入れてアート作品に見立てようとするも
のです。日頃見慣れた風景を、アートとい
う切り口を通して見直してもらおうとする
試みです。地下水を凍らせ、地球環境を
テーマにしたアート。ここには、アーティ
ストと一般参加者が溶け合うという、私た
ちの願いが実現しました。これは、「あな
たも博物館の一日館長さんになりません
か」と、広く一般に呼びかけ100館の開館
目標が実現しました。日頃、大切にしてい
る自慢できる宝物など、珍しいものが展示
されました。郵便局、区役所、警察、消防
署と行政の参加も決まり、旧家が出した江
戸時代の雛人形に人気が集まりました。ド
イツ、ハンブルグのまちづくりチームや撮
影班を受け入れ、こちらからもドイツのシ
ンポジウムに参加して、市民グループ同士
の交流が始まっています。こちらは、年末
にお寺の階段を借りて行われる、平野弁で
歌う第九の大合唱です。今後も引き続き、
わがまち平野を楽しい住みよい町に育て、
次の世代に手渡したいものと思っていま
す。」
　　　　（DVD終了）
　今、見ていただきました…ちょっと前半がです
ね。本当は歴史的なところご紹介している部分が、
ちゃんと映らなかったのが残念でございますけれど
も。それと、音声がちょっと悪うございましたね。
全然聞き取れなかったと思うので、残念に思いま
す。まず、最初の部分がちょっと見にくかったの
で、簡単に平野の歴史のほうだけをご紹介致しま
す。
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　平野というのは、この大阪の町ができる以前にか
なりもう飛鳥時代ぐらいから交通の要街として栄え
ていたといわれている町でございまして、戦国時代
は、濠を巡らした環濠自治都市を形成しておりまし
た。堺と同じように、自分たちの町は自分たちで守
るという、そういう形で町が守られてきたわけなん
です。江戸時代は、河内木綿の集散地といたしまし
て、人口一万人超えておったという、そういう町で
ございました。第二次世界大戦に空襲を免れました
ので、江戸時代の街並みが残っております。
　そういう歴史的な町で、まちづくり始まりました
のが1980年。今から26年前でございます。きっかけ
は、南海平野線というちんちん電車が走っておりま
す。その電車の廃線に伴いましての駅舎の保存運動
でございました。まあ、それからいろいろとまちづ
くりを進めてまいりました。（資料を見ながら）お
手元のレジュメで「平野の町づくりを考える会」と
いうチャートがございますが、それを出していただ
きまして、一応出発からずっと現在まで図にしてお
るわけなんですけども。まあ、まちづくりと言いま
してもいろいろ要素があります。まとめてみますと
「ハード」。所謂、入れ物作りというものがございま
す。それから「ソフト」。内容でございますね、中
身でございます。文化とか人との繋がり。それから
平野の場合は「アート」という切り口でございま
す。それから「伝統継承」ということで、非常にい
ろんな歴史的な文化遺産が残っておりますので、そ
の伝統継承というのを一番背骨にしておるわけでご
ざいまして。総体的には「歴史を活かす町づくり」
というのがテーマでございます。それで、そこにチ
ャートにございますけども、ずっと進めてまいりま
して、最後にもう結論からいいますと、まちづくり
というのは、本来物を作ったり、それから人を呼ん
だりというイベントをするということではなくて、
それももちろん大切なんですが、私たちが考えてい
るのは、住んでいる人自身が自分たちの町を再発見
する。再確認するというのがまちづくりであると考
えているわけでございます。そして、初めからこう
いうふうなことをやっていこうというんじゃなく
て、人と人との繋がりの中で縁をもちながら進めて
いきましたものが、これだけ現在までいろいろなこ
とをやってきたということで。今回のテーマであり
ます「文化遺産」というところから、主にもうひと
つの資料「平野町ぐるみ博物館」というのをお出し
いただきたいと思います。これは、平成５年、1993
年に新たに立ち上げました運動でございます。一般
的には、町づくり、村興しというふうになると、そ
の町の歴史を示す文化センターとか、それから歴史
館とか、博物館とかいうのを町の真ん中に作って、
そこに歴史とか文化を集めて見せるというのが一般
的でございますけども、私たちの運動の一番の特色
といたしますのは、行政とか企業とか商工会とかと
は一つ距離を置いて、本当に市民だけで自立してや
っていこうという住民主体の町づくりというのをや
っておりますので、「町ぐるみ博物館」といいまし
ても、民間の施設、社寺、それから一般の方のお
家。そのようなものを開放していただいて、無料で
見ていただこうということで、現在13年目でござい
ます。出発点のときは７つだったんですけども、現
在は15ヶ所オープンしております。これは、すべて
無料でございます。そして、一応その民間の施設で
ございますので、毎日開いているということではご
ざいません。毎月第４日曜日にだいたい全部開くと
いうことで、今月は、明日が第４日曜日ですので、
明日が全部開くことになっておるわけでございま
す。この「町ぐるみ博物館」というのは、一つは、
一番の特色は、実は観光化して人を呼ぶということ
ではなくて、あくまでも住んでいる人自身にその町
の文化・歴史を知ってもらいたい。次の世代に伝え
ていこうというのが目的でございます。それで、先
ほど申しました、町を再発見する、再確認するとい
うことで「町ぐるみ博物館」と名づけておるという
川口　良仁氏
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ことと、それから一つ一つの博物館も大切なんです
けども、その博物館から博物館に行く道中を、街並
みであるとか、人の出会いとか、そういうものをし
っかりと感じてほしいな、見てほしいなというの
で、町全体が博物館みたいなものであるということ
です。
　それから、うちはどこからも補助金を頂いており
ませんので、「町ぐるみ博物館」に関するパンフレ
ットはこれだけなんですね。これは、こちらの方で
印刷をしております。印刷して、今日はお持ちして
いるのが…まあこれはコピーだと思うんですけど
も。これしかないんですね。そうすると、これで回
ろうと思うとなかなか行き着かないということで、
私たちのこの「町ぐるみ博物館」のコンセプトは
「迷ったら探してください。探すときには人に聞い
てください。」と。住民の人に聞きながら、辿り着
いてほしいというのが、それが一つの大きな特色で
ございます。そのことによって、人とのふれあい。
その住んでいる人とのふれあいをしていただきたい
というのが一つ。まあ、これはお金がないからとい
う理由でございますけども、立派なガイドをするそ
ういう場所もないですし、それから案内書もござい
ません。パンフレットもございません。これ一枚だ
けなので、聞きながら、探しながら、迷いながら行
ってほしいというのが、この「町ぐるみ博物館」の
特色でございます。
　（資料を見ながら）もう与えられた時間はわずか
でございますので、それでどのような考え方でまち
づくりをやっておるかということは、このチャート
の裏側の方ですね。ちょっと簡単な図を書いてござ
いますけれども、それで見ていただきたいと思いま
す。「誰のためにまちづくりをしておるか。」という
ことでございますが、まずは自分のためであると。
住んでいる人自身が、その自分の住んでいる町を楽
しく住んでいく。要するに、たとえ旅行に行ったと
しても、戻ってくるのは自分の所です。やっぱり、
自分とこの足場を大切にしてそこを楽しくしない限
り、やっぱり自分が生きていくという場所を大切に
しようということで、まずは自分のためにするとい
うのが出発点であると。しかし、人間住むには、人
間とは、人の間と書くわけでございますから。やは
り他者…もちろん家族、友人、それから仕事、そう
いうものを全部含めて、他者を含めた視点というも
のがなければ、もちろん成り立たないわけでござい
ます。自分のためでありますけども、それは人と共
に共生していく。住んでいくということでございま
す。それから、もちろんそれだけでは、まちづくり
はできませんので、ますますこれから、環境問題、
自然の環境問題、そういうそこに図に書いてござい
ます天と地、いわゆる自然を含めて、全体。まずは
自分のため、それから他者の視点、それから天地、
自然に向いていくのがいいんではないかなという感
じを私たちは持っております。それから、大阪市と
いう大都心に住んでおりますので、その自然という
のが今なかなかございませんけども、それも環境問
題としては非常に大切だというふうに思い、これか
らの課題だと思っております。
　一般的には、今は「まちができて人が集まってく
る」という風潮でございます。何か施設を作れば、
商業施設を作ったり、大きなビルを建てれば人が集
まるという発想が多いのですが、私たちは、それを
一番心して思っておるのは、そうではなくて「人が
集まってまちができた」と。この発想を大切にせな
いかんと思っております。人が集まってきてまちが
できたんで、まちができたから人が集まってくるん
ではないというのを…こういう大阪の260万都市に
ありながら住んでおりますけれども、それを忘れた
らいかんというのが、やっぱり原点でございます。
したがって、まちづくりは人づくりということで、
町づくりというのは、やはり励ましあって生きてい
く場であるという、その自立と相互扶助。先ほど神
野先生からも仰いましたけども、まさしく私たちも
その以前の…日本がまだ昭和30年代といいますか、
そういう自立と相互扶助がまだ残っていた。そうい
うのをやっぱり目指しておるような感じがいたして
おります。
　それから、先ほどの「町ぐるみ博物館」に関して
言いますと、観光ではないと。観光化しないという
ことを表明しております。「観光」というのは光を
見せる。光を見る。形を見せるというのが、主にな
っておるように思います。それが「観光」というこ
とだと思いますけども。私たちのまちづくりは「感
風」という言葉を使いたいなと。風を感じるという
ことでございます。風というのは目に見えないもの
です。しかし、感じるものなんですね。まちづくり
も、実は目に見えるものではなくて、目に見えない
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ものが大切です。実は、町は目に見えないものが、
非常に構成している中では大切なものであります。
目に見えないものというのはどういうものかという
と「歴史・文化」ですね。もちろん、これは表面に
現れるものもありますけども、だいたいは埋まって
おるというものが多うございます。「歴史・文化」、
それから、一番ぱっと第三者が入って見えにくいの
が、その地域の「人の繋がり」というのが見えにく
いもんなんです。それから「音・におい」というも
のもあるでしょう。それから「雰囲気」ですね。そ
の町の持つ雰囲気というのは、これはえも知れない
ものというのは、目に見えない。そういうものを感
じてほしいなあということで。目に見えるものだけ
ではなくて、そういう「感風」というのをまちづく
りの考え方の一つ、基本にしております。この目に
見えないというのは、すぐにはできないんですね。
すぐに建築するというわけにはいかずに、長い歴史
の積み重ねと文化と、それから人とのつながりの中
で、徐々に築き上げていくものでございますので、
僕はまちづくりというのは、この目に見えないもの
をいかに育てていくか、まちづくりというよりも、
育てていくという、「まち育て」という言葉がいい
か分かりませんが、そういうことだと思っておりま
す。それと、もう一つは子どもに向けての発信とい
うものを大切に考えております。次の世代にいかに
町を伝えていくか、それをどのように大人が子ども
に対して残していけるかというのを一つの課題にし
ております。
　それから、本当に時間がないので、最後もう端折
ってしまいまして。これちょっと説明が難しいんで
ございますけども、実は大阪というところを私たち
はその…本当に原点というか…場所でやっておりま
すので、この「まちづくりの三原則」というのをち
ょっと遊び心で書いております。一番、我々民間で
やっている、住民だけでやっております組織で大切
なのは、大阪だけしか通用しないかも分かりません
けども「おもろい」、面白いということが、もう第
一のエネルギーになっておるわけですね。皆さんも
お分かりのように、趣味とかそういうことになると
時間を忘れ、お金を厭わずにやるということで、ま
ちづくりも義務とか責任だけでは、僕はもう民間に
おいてはできない…できないというよりは、やっぱ
り面白いということが、まず第一だと思っておりま
す。それで、面白くやるためには「いいかげん」に
やらな駄目なんですね。台本に書かれたギャグは面
白くないということで。面白いというためには、い
いかげんにやるということです。それと、私の方の
会は26年間、会則・会費・会長がないという会でご
ざいまして、お金が全くないんですね。お金がない
ということは、「人のフンドシで相撲をとる」とい
うことを信条にしております。そういうことで「面
白い」事を「いいかげん」にして「人のフンドシで
相撲をとる」という。この三原則ですね。これは大
阪…関西圏以外の方にこれを話すると、ちょっと伝
わりにくい点があるんですが、この「面白い」こと
を「いいかげん」に、「人のフンドシで相撲をとる」
というのは、行政はできないんですね。全くこれ
は、行政は反対のことをせないけません。意味のあ
ることをちゃんと手順をふまえて、それで経済的な
裏付けがあって、最後にちゃんと成果をあげないか
んという。民間はそれはせずに、おもろいというこ
とを土台にしているということです。
　まあ、私はよく言うてるのは、私たちの民間のや
っているまちづくりは活け魚料理やと。ぴちぴちの
取れたてをその場で料理しておりますけども、行政
なり専門家がやるまちづくりというのは、それを冷
凍に入れてですね、計画をして練っておる間にまた
現場に戻したとしても、それはもう味も鮮度も変わ
っておるということで、行政と専門家がやるまちづ
くりは冷凍や、と言うております。これはもう本当
に失礼なことなんですけども、分かりやすいと思い
まして。そういうことで進めてまいっております。
一応、今時間まいりましたと思いますので、ここで
締めさせていただきます。ありがとうございまし
た。
プレゼンテーション②
中村　英雄
（徳島市・NPO法人「新町川を守る会」代表）
　徳島からやってきました。朝８時に徳島を出発し
て、阪急三番街に着いたんが10時20分。２時間20分
ぐらいで大阪へ来られます。
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　（映像を見ながら）私たちの会は、平成２年の３
月に会をこしらえまして「できる人が、できる時
に、できることを。」というような合言葉でずっと
会を進めております。これが徳島市で非常に川の多
いところで、上に映っているあの大きな川が、あれ
が吉野川です。真ん中が私たちの中心部で、こう瓢
箪のようにぐるっと囲むようになってます。まあ１
周６kmのところなんですけど、非常に川の多いと
ころで、徳島市内に川の数が138、橋の数が1650余
りあります。人口が徳島市で26万ぐらいです。この
真ん中が、ちょうど瓢箪のような形になっておりま
すので、「ひょうたん島」と呼んでおります。もと
もとひょうたん島というのはなかったんですけど、
20年…もう少しかな。25年ぐらい言うて言うてしよ
りますと（何回もいい続けておりますと）、行政の
ほうも「ひょうたん島」と言うようになってしまい
ました。どこの通りでも、同じ事を言うて言うて
（何回もいい続けて）やっておりますと、通りも町
名も変わるもんだなあと思います。今は、これがち
ょうど瓢箪のような形で、「ひょうたん島」という
ので定着しております。まあ、ここでいろんな活動
をしております。
　まず、平成２年３月に会をこしらえまして、非常
に川の多いところですから、この川を活かしたまち
づくりをしていこうということでやっております。
毎月１日の日と第３土曜日にこういうような船を４
隻ぐらい出しまして、だいたい約15名ぐらいが掃除
してます。会員は、平成２年の３月にできたときは
10名ぐらいだったんですけど、今は280名ぐらいに
なっています。会員が一人…個人が3000円です。法
人が３万円で。会員に入ってきてくれると、私はい
つも「あなたにこの川を掃除する権利を与えます。」
と言っています。まあ会費も払いたいもんだけ払え
ということで、三年間払わなんだら、退会してもら
うというようにしております。それから毎年30人ぐ
らいが入会してきて、20人ぐらいが辞めていくとい
うような形です。
　ゴミもまあいろいろありまして、このひょうたん
島の周りをずっと掃除しているんですけど、空き缶
とか生ゴミとか、自転車もあるし、オートバイもあ
る、ベッドもあるし。そういうような形で、だいた
いものがずっとあるけど、やはり、ずっとこの10年
も余って掃除しておりますと、やはりゴミの量も減
ってきて、市民の川に対する愛着というのも、もの
すごく変わってきたように思います。かつては、こ
の川も非常に汚くて、BODで言ったら30ppmとか
40あって、この橋を通るときにも（映像を見なが
ら）これ徳島駅から出たすぐの所なんですけど、臭
くて魚もいなかったんですけど、今は、チヌでもヒ
ラメでもカレイでもスズキでも、去年の６月にはか
なり大きなマンボウも私が捕まえました。非常に水
もきれいになってきました。
　（映像を見ながら）最近では、ここ４・５年前か
ら企業も参加をいたしまして、これは四国電力さん
なんですけど、企業もこう一緒になって掃除するよ
うになってきました。今は、地元の小学生・中学
生・高校生なんかも一緒に掃除します。まあ掃除す
るのは、こんな船でしますので、あんまり大勢で来
ますとものすごくお金がかかります。かつて200人
ぐらいが掃除したい言うて来たんですけど、その時
は船を30隻借りましたので60万もらったことがあり
ます。やっぱり、掃除するのん（だけ）でも、かな
りお金がかかります。こういうふうな形で、ずっと
毎月１日と第３土曜日。この16年間で休んだのは、
まあ１回か２回。もう相当な雨が降らん限りはやっ
てます。台風でも来ん限りはやってます。まあ、雨
が降って普通に掃除しとっても、落ちこんだら同じ
ことですから「落ちこんだときは、一分以内には上
げてくれよ。」と言うてます。今まで、10人ぐらい
は川の中へ落ちこんだんですけど、今までは大丈夫
でした。（映像を見ながら）まあ、新町川を、この
徳島市の中心部をきれいにしていくのには、吉野川
をせないかんということで、吉野川のほうへも行っ中村　英雄氏
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てます。ちょうど徳島から出て、さっきのところを
ちょっと吉野川へ出たところなんですけど、ここは
毎月第２の日曜日に朝６時から掃除してます。これ
も、10年ぐらいやってるのかなと思います。この後
は、掃除が８時から９時ぐらいまでありまして、済
んだ後は必ずうどんが出て皆で楽しむようにしてま
す。まあ、多いときには60名ぐらい。少ないときに
は10名ぐらいのこともあります。だいたいゴミの量
は、ここでもやはり、夏であったら４トン車…まあ
２トン車ですか。新町川のほうの掃除であったら、
夏は４トン車ぐらいがいります。今頃であったら、
ゴミが少ないので２トン車にいっぱいぐらい。
　（映像を見ながら）まあ、私たちのこの川をきれ
いにしていくというのには、やはり上流をやらない
かんということで、吉野川の源流のほうへ行ってま
す。雨がなかったときに、鮫浦ダムの水のないとこ
ろがよく映るんですけど、高知県と愛媛県の境の所
で森づくりにも行ってます。だいたい、これも７・
８年前から行ってるんですけど、この山の大川村と
いう村長さんに1,000年貸してくれということで、
1,000年借りましてここで木を植えたりしてます。
木を植えたり、間伐をしたりということで、年に６
回ぐらい山のほうへ行ってます。
　これが鮫浦水源の森というところで、四国の森と
いうのはものすごく過疎化が進んで、森は非常に保
水力のない山になっています。やはり、ここを間伐
して、水源の森って言うんですか。やはり山からや
っていかないかんということで、高知県のほうへ行
きましてやっております。やはり、流域をよくして
いくっていうことが大事で、自分たちの町を良くし
ようと思ったら、まず外のところ。やはり高知県と
か、どんどん遠くの上流へ上流へっていうようなこ
とで、よそをよくするっていうようなことで。こん
なことも年に６回ぐらい、森づくりにも参加してい
ます。
　（映像を見ながら）これは、徳島の新町川なんで
すけど、ひょうたん号というのが最初に川巡りした
船で、これは12・３年前の写真なんですけど、向こ
うに写ってるのが県庁で…お洒落をして乗ってくだ
さいということにしてます。できるだけ、お洒落を
して楽しく乗ってもらうと。やはり、川とか、まあ
女優さんも一緒なんですけど、やはり見られて美し
くなっていきますので。やはり、皆に見てもらえる
ような形でやってます。
　（映像を見ながら）まあ、この船がちょうど10年
余り前に私たちのほうで購入した船で、10年ぐらい
前は毎週、毎月土・日・祭日であったんですけど、
この最近５年間ぐらいは、毎日船出してます。一日
５便ということで、最低５便は出しておって、多い
ときには、一日40便ぐらい。この前の11月３・４・
５日の連休のときには、一日に500人から600人ぐら
い乗りました。だいたい年間に３万人ぐらいは乗っ
てるんじゃないかなと思います。船はもちろんこれ
無料で出してます。やはり川をよくするということ
は、やはり住民が、徳島市民がたくさん乗ってくれ
るということが大事です。やはり無料であったら市
民がたくさん乗ります。だいたい乗ってる割合が、
三分の一が徳島市民で、郡部の人が三分の一、県外
の人が三分の一です。やはり、市民が多く乗りま
す。これがいいとか悪いとかよくいいますから、行
政のほうも、ほんとにこの川には力を入れてくれて
います。
　このひょうたん島を回る護岸のところでは、平成
元年から平成15年までに、行政のほうでもこの石組
みを造るのに150億ぐらいかけております。徳島の
予算からすると、ものすごいお金がかかっているな
と思います。これも、できるだけ楽しく乗るという
ことにしています。かつてこの船で公務員の人が乗
りますと紺の服とか、グレーの服が多いもんですか
ら、海岸のほうからこれに乗って来よると難民に間
違われたこともあります。今は、できるだけ、まあ
船は楽しく乗ってくれというようなことにしてま
す。
　小学生なんかも、環境教育ということで、よく参
加するようになりました。かつては、この川で‥
「ここへ来るのは危ないから、来たらいかん。」と言
いよったんですけど、今は小学生もたくさん来ま
す。川の中で泳いでるような子もだいぶ増えてきま
した。やはり徳島市は非常に川が多いですから、こ
の川がきれいになってきて、この川を活かしていく
と、ものすごく面白い町ができてくるように思いま
す。
　（映像を見ながら）これは、何年か前の阿波踊り
の風景なんですけど、阿波踊りのときも一日に600
人、700人、800人ぐらいの人が乗ります。朝10時ぐ
らいから夕方６時ぐらいまで運行してるんですが、
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阿波踊りのときなんかは、非常にたくさん乗りま
す。船はもう楽しんでもらおうということを一番に
してますので、普段のときであったら、夕方乗ると
きは、船上でワイン飲んだりシャンパン飲んだりと
かいうような形で、船を楽しくして川からの町をみ
んなに見てもらうようにしてます。そいうことで、
徳島のこのひょうたん島の景観というのは、ものす
ごく変わってまいりました。
　（映像を見ながら）これは、車椅子に乗ってる人
なんですけど、ちょっとこの上の所に車椅子専用の
エレベーターがあるんですけど、やはり、こういう
ような身障者も月に30名ぐらいは、やってきます。
目の見えない人でも船に乗りにきます。この人は特
に重病の人で、船が揺れたら死にまっせ言われまし
てね。大変な人を乗せたんですけど、船にこの人の
看護の人が乗ったのが10名くらいと酸素ボンベ何本
も持って。それから陸上で待機した人が10名ぐらい
で。全部で20人ぐらいで、この人を連れてきたこと
がありました。今、船乗せるのに専用許可をいただ
いておるんですけど、この時は不法係留です。不法
係留のところに、いろいろエレベーターがついたり
と、行政のほうでやっていただきました。
　（映像を見ながら）かつて徳島市の川が汚かった
ときには、こんなカヌーがくることなんか考えられ
なかったんです。今は、こういうようなカヌーもた
くさん来るようになりました。市民のほうでも、こ
の川がきれいになったのを誇りに思うようになって
きています。ちょうど今、見えいてる水際公園が、
平成元年にできたんですが、この右側のところが、
平成元年にできたんですけど、その時は対岸も汚く
て「こんなもんが出来たってなあ…。」というよう
な市民の声があったんですけど。今は、皆これが出
来て誇りに思うようになってきました。行政のほう
も「皆が、水際公園がいい、いい。」と言うもんで
すから、だいたい一周するのが６kmあるんですけ
ど、今ほとんど８割くらいの護岸ができるようにな
っています。
　（映像を見ながら）川では、こういうような形
で、これは、中秋の名月のときにしている雅楽の演
奏会なんですけど、これも平成元年からずっと私た
ちのほうでやっております。今年も10月のときの中
秋の名月の時に、こういうような雅楽の演奏会もし
ました。この前が川になっておりますので、必ずこ
う川の淵で、できるだけ川を見るような形でやって
おります。
　（映像を見ながら）これも12月になったらいつも
やっているんですけど、「川からサンタがやってく
る」といって、一応３万点ぐらいの品物を集めまし
て、それを3000の袋に入れて、12月の23・24・25日
の三日間で、このひょうたん島の周りを船で配って
いきます。もう川の淵は人がいっぱいで、大変にな
るんですが。
　（映像を見ながら）これも私たちの会員の高校生
たちが、こういうような船を作ります。今年も…も
うこれ12・13回やってるんですけども、なかなか好
評でやめれなくなって、ずっと続けております。や
はり、川から船が行きますと、周辺の家でもいろん
な飾り方をして、ものすごく川が楽しくなっていき
ます。
　（映像を見ながら）この寒中水泳も、徳島の場
合、昭和30年ぐらいまであったんですけど、水が汚
れてきたということで中止になっておりました。40
年ぶりに、これを復活をしまして、今年が12回目ぐ
らいだろうと思います。こういうような形で、寒中
水泳もやってます。まだ、ちょっと水は汚いんです
けど、してます。徳島は阿波踊りが本場ですから、
最後は水中阿波踊りをしております。
　（映像を見ながら）川がどんどんきれいになって
いきますと、こういうような形で、ボードウォーク
ができます。右側の所にパラソルがあるんですけ
ど、こういうようにいろんな形でまちづくりが進ん
できます。ボードウォークという板張りの通路があ
るんですけど、これは平成７年にできたボードウ
ォークなんが、住民のほうでお金を出して作りまし
た。高度化資金を借りまして、約300mぐらいボー
ドウォークを作っております。
　（映像を見ながら）川のところでもいろいろ遊べ
るような形で、こういう浮き舞台もできています。
まあ、行政のほうでも川の好きな人がおりまして、
いろいろとこのような所に力をいれてくれていま
す。これがボードウォークなんですけど、パラソル
ショップも今のところ件数が少ないんですが、全国
にあるボードのなかで住民が作ったというのでは、
なかなか少ない例なのではないかと思います。
　（映像を見ながら）川がきれいになってくると、
どんどん川のほうを見るようになってきました。か
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つて川が汚いときには、川のほうが裏側であったん
ですけど、今、徳島の町も川のほうへ向いて、川を
活かしたまちづくりをしていますから。まあ、そう
いうふうに川のほうへ向いて家が、どんどん出来て
きて、それと一緒に水もきれいになっていってま
す。
　（映像を見ながら）これは、徳島の県庁前で、こ
のひょうたん島の一角なんですけど、ちょうど県庁
前にこういうふうにヨットハーバーがあります。ち
ょうど知事室が三階にありまして、船で通りますと
この頃…まあ選挙が近いわけでもないんですけど、
知事さんも窓から手を振ってくれてます。まあ非常
に川がどんどんときれいになっていって、この上の
ほうが海なんですけど、町もだんだんとこう広がっ
ていっております。
　（映像を見ながら）これが青石で造ったボードウ
ォークで、６㎞のうち約５㎞ぐらい、こういうよう
な形でできてきました。なかなか徳島の予算でいう
て、平成元年から15年までで、一応150億ぐらいか
かっています。非常に水との距離が近いんです。こ
れは、まだ潮がひいてるときですから、満潮になっ
てきますとちょうど手で触れるようになります。大
阪の川を見ていると、非常に川との距離が遠いんで
すけど、徳島の場合、ものすごく水との距離が近い
です。だいたいここで干満差が２mぐらいですが、
台風の時は、こういうような上にもちょっとは乗っ
てきますけど、非常にこう水と親しめるようになっ
てます。
　それで、市民の方も川の淵へだんだん集まってき
ています。私たちのほうも毎月最終の金曜日は、こ
の川の上で、こういうような所でいつもパーティを
しています。昨日がそうであったんかいな。毎月最
終の金曜日は飲み放題1000円というので、通ってい
るお客さんもみんな寄ってきて、一応飲むようにし
てます。去年、今年、11月はボジョレの時で、ボジ
ョレヌーヴォを出して50人ぐらいが集まってきて飲
んだように思います。
　（映像を見ながら）川をきれいにしていくという
ことで、川からのまちづくりなんですけど。川に沿
ったところでこういう公園がありますので、こうい
うような公園にも花を植えています。ちょうど23日
にこの川沿いの公園ところで、今年はパンジーと
ノースポールと冬知らずですか、7500本植えてみま
した。県のほうの補助金が45万ぐらいあるんですけ
ど、私たちのほうでいろんな肥料もやったりして、
70万ぐらいかかってしてます。やはり、地域づくり
ですから、自分たちの町は自分たちで作るっていう
んが、非常に大事ではないかと思っております。
　やはり、これからの地域づくりは、住民の自立が
なかったら、なかなかできないのでないかなと思い
ます。この花壇作りとか、街路樹の剪定をしたりと
か、肥料をやったりとか、道路に木を植えたりと
か、それから川の清掃とか。私も徳島でおるとき
は、だいたい一年のうち300日余りは川の上におり
ます。なかなか最初のうちは、掃除をしておって
も、３年や５年のときは、「あんな変わりもんがお
る。」ということだったんですけど、10年しており
ますと、みんなが川のほうへ注目してくれまして、
町がずっと変わってくるように思います。
　石の上にも三年、川の上にも十年もしますと、も
のすごく地域が変わってきて、住民に愛着と誇りが
出来てくるように思います。まだまだ始まったばか
りですが、これからはもっともっと、こういうふう
なまちづくりで、やはり行政にしてくれって言わな
くても、自分たちの町は自分たちでしていく形で進
めていく。私たちNPOが住民を巻き込みながら、
こういうような花壇造りをしています。イベントを
するときに、大きなイベントになりますと、ボラン
ティアの人でもやはり300人ぐらいが来てくれます。
やはり、大勢でまちづくりをしていくというのが、
非常に大事でないかなというように思っておりま
す。これくらいですか。まあ時間が来たようですの
で、これで終わらせてもらいます。
　プレゼンテーション③
土居　年樹
　（天神橋筋商店連合会会長）
　皆さんこんにちは。ご紹介に出てきました土居で
ございます。天神橋筋商店街という、日本一長い商
店街でございますけども、約３kmあるんですね。
初めは、私は日本中でもっともっと長い商店街があ
るやろういうことで、あえて「日本一長いといわれ
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る商店街」と言うておりましたが。もう、うちの方
が長いねんという商店街がどこにもありませんので
ね。恐らく、日本一長い商店街でしょう。約1,000
店舗あります。
　そんな長い商店街からやってきたわけでございま
すけれども、今日は朝から何をしてきたかという
と、７時半に茶屋町という所…梅田に近いところで
いろんな企業群がいっぱい集まってるところ。その
茶屋町に落書きがめちゃめちゃ多い。これをなくそ
うということで住民が立ち上がったんですね。それ
で、私は商工会議所の役員もしておりますので、特
にその環境問題についての委員長をやっております
から、そちらに参りまして激励をして、次のとこへ
行ってここへやってきたんです。
　アメリカ村もそうなんです。実は、アメリカ村も
落書きがめちゃめちゃ多かった。それが一ヶ月です
かね、100人ぐらいが毎日清掃をした。ペンキを塗
り倒した。そして、アメリカ村の落書きがほとんど
消えたというんです。地域住民が皆さん一生懸命や
ってらっしゃる。なんで地域住民がやるかという
と、アメリカ村は御津八幡という大きな、古い神社
がある。茶屋町はお茶屋のある鶴町という、隣には
鶴が住んだという町がある。綱敷天神もそこにあ
る。こういう大事な大阪の町をつぶしたらあきまへ
んで、落書きで世の中が、環境がむちゃくちゃにな
ったらあきませんよ、そのために我々が立ち上がり
ましょうよと。それから、地域住民の皆さん方の心
意気というか、そういうものがいかに大事かという
ことを改めて痛感をしているところでございます。
　そのあと今日は、12時から天満天神繁昌亭に参り
ました。それは何かというと、９月15日にオープン
した繁昌亭が２ヶ月とちょっと…10日ぐらいで、
３万人来たんです。ちょうど３万人目の入場者があ
ったんです。それで、その表彰といいますか、お礼
に参上したわけでございます。天満天神繁昌亭が変
わってどうなったかということは、また今の時間で
はちょっと語れないかも分かりませんから、パネル
ディスカッションのほうでも、お話をできたら有難
いなというふうに思ってます。
　私は、天神橋筋商店街の仕事をするようになった
のは今から30年前。まだ若かったんです。30代でご
ざいました。30年間ずっとやり続けて、今日に至っ
てようやく皆さん方に「天神橋筋、知ってるで。」
と。「繁昌亭ができたとこや。」いうふうに認知され
る。それが30年かかっています。それで、30年前は
どんなんやったかっていうたら、もうボロボロでし
たね。特に、私は３丁目商店街の中の３丁目でござ
いますから。３丁目なんていうのは、アスファルト
でテント張りのアーケードで実に悲惨な状況でござ
いました。
　その中で、一番最初に何をやってきたかといった
ら、カルチャーセンターを作ったんです。日本の商
店街で初めて、商店街立のカルチャーセンターがで
きたいうことで、大変反響を呼びましてね。その
後、中小企業庁の皆さん方が、どんなもんやと尋ね
てこられて「何をやってまんねん？」、「伝統ある天
神祭をもっともっと大きくしたいんです。」「皆さん
方が地べたでコンサートやってはるのを、それをメ
ジャーにしたいんです。」「地域住民の皆さん方が子
育ての相談に来てはる。それも、ちゃんとここでで
きるようにしたいんです。」「絵画展もやりたい。」
いろんなことを提案をしながら、常に自らの発想
で、行動で、数人の協力で15年間やりました。
　それで、その後その私たちの商店街を見て「これ
はええことや。」「商店街に文化というと、ええこと
や。」と言うて日本中の商店街が空店舗などでカル
チャーを始めた。しかし、国の助成金がついて始め
たところは、ほとんど潰れました。それはつまり生
む気持ちがないんやね。まず、助成金がありき。
「そしたら、なんかやりまひょか。」「そんなん売り
出しやってるより、こんなんやったら面白いかも分
からへん。」「銀行の跡地ができたら、それを借りと
って文化をやりましょ。」と発信はするんですけれ
土居　年樹氏
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ども、後が続かない。人に委ねられた文化というの
は、絶対続きませんよ。皆さん。産みの親がそんな
んやから理事長が変わると、育ての親なんていうの
は全然関心がなくなってしまう。瞬く間に街文化が
崩壊してしまうんです。そんなことがずっと続いて
いるのが商店街です。
　それで、商店街が今、日本中でどうなっているか
っていうと、恐ろしいですよ、皆さん。97％が衰
退、全部下り坂。それで、３％だけが繁栄してるん
です。私はその３％の中に入りたいと思っているわ
けで、残したいと思っているわけです。そらそうじ
ゃありませんか。もう、天神橋筋っていうのは天満
の天神さんがもともとでございますから、1,100年
の歴史があります。天神橋筋なんていうのは、もう
江戸時代からできてる。大阪城の初代の城主の松平
忠明さんが、まちづくりをしはったときに、我々の
町もちゃんと作られました。寺町もでき、多くの人
を伏見から呼んできたら伏見町をつくり、河内から
呼んできたら河内町をつくり、そして、そこに人を
住ませること。住むことも皆さん、立派な文化です
よ。人がそこに住むっていうのは。住まないと町は
傷むんです。これは私の持論でございます。住まな
い町は、町じゃないんです。そのくらい、やっぱり
住むことがめちゃめちゃ大事なんです。住むことに
よって、その町に愛着を感じて、その町を発展させ
ていく。今、神野先生がおっしゃったように、発展
さす。このことが、町の大きな発展の要因になって
るんですよね。
　それで、天神祭はどうかっていったら、天神祭そ
のものは、もう江戸時代からずっと続いている。そ
の天神祭を何百年続けてきて、今でも、毎年100万
人の見物者がある。それは、何なんでしょう。それ
は、われわれ町民が「天神祭は俺がやらな、誰がや
るねん。」という祭り文化ですよ。そのエネルギー
が、人を感動させるんです。イベントじゃないんで
す。お金を出したらできるもんじゃないんです。み
んなが力を合わせて、お金も出し、力も合わせて、
それこそ運命共同体で天神祭を盛りあげる。そのエ
ネルギーが人を感動させるんだと、私は思っていま
す。だから、その火を絶やし、消したらいかん。次
のうちの息子にも孫にも、その天神祭を何とか繋い
でもらいたい。そのためには、町を残していかなあ
かん。
　町を残していくにはどうしたらいいか。今こそ、
そういう文化力みたいなことが表に出てくるように
ならんとあかんのです。しかし、カルチャーセン
ターを創った当時は、商店街の店主に「何をしてま
んねん。」と言われました。「文化で飯が食えまへん
で。」「文化で店が流行りまへんで。」とさんざん言
われました。だけど、頑なにそれを守ってきた結果
がよかったんですよね。今となれば評価されてい
る。それが天満天神繁昌亭の建設までにつながって
いくんです。
　その間に考えたことは、商店街がなんでそれだけ
衰退していくのよということ。商店街というと文化
ですよ。商い文化であるし、町文化でもあるんで
す。まさに文化遺産なんです。その遺産が遺跡にな
ったら、えらいこっちゃ。「ここは、天神橋筋の跡
ですよ。」なんていう碑が立ったら、えらいこっち
ゃ。そうならんように残すためには、何が必要なの
か。ずっとそれを考え続けてきて、それを行動に移
してもう数限りない、いろんな事業・イベントもや
りながら今日にきてるわけでございます。
　その間に考えたことは、商店街活性化というの
は、その文化を守ることです。住む文化も、それか
ら商い文化もそうでございますが、祭り文化もそう
なんです。それから、大阪の天満っていうのは、大
阪での硝子発祥の地なんですね。硝子文化は、正に
ものづくり文化なんです。そういう文化が全部集約
されて、町文化ができあがってるんです。町は商店
街だけでは成り立たないんです。ものづくりだけで
も成り立たないんです。いろんなものが集約され
て、それの象徴的なのが大阪天満宮です。天神さん
が、私たちの町のまあ守り神、象徴なんですね。
　社会っていうのは、神社で会うと書くじゃないで
すか。そのくらい「社会の根本はそこにあるんや。」
という思いで、やってきたことが繋がってきた。そ
の中で商店街文化というのは、それだけで商店街が
残るだろうか。こんな大事な筋を今から造るいうた
ら、できませんで。ショッピングセンターは、なん
ぼでもできる。あれは、文化じゃないです。あれ
は、商業ゾーンです。地下街は、なんぼでもでき
る。あれは、地下街って言ってますけど、あれは街
じゃないですよ。あれもショッピングゾーン。地べ
たが発達、発展しないと街にならないんです。
　そのためにどうしたらいいか。もう20年ぐらい前
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から考えたことは、商店街だけでは街文化は完成し
まへんで、ということです。もっともっといろんな
ものを貼り付けていかなあきまへんで、というこ
と。その貼り付けるのは何をしたらいいのやろう
か。例えば、扇町公園という大きな公園がありま
す。その公園はボロボロになって、古い大阪プール
があった。そんなん、辞めてもらったほうがいいん
やないか、公園整備をして、公園らしくしてもらっ
たらいいんじゃないかな、といういうふうなこと
で、整備をしてもらったりする。その横に大阪市の
土地が空いてたら、これ何とかしてよということに
なり、関西テレビができて、キッズパークというこ
どもの城ができます。これもやってもらった。
　例えば、大川沿いでは、三菱マテリアルの工場の
跡地がほったらかしになっています。「これ、もっ
たいないやん。こんな、ええ都市の真ん中で。」「何
とかしてくれまへんか。」言うたら、三菱地所さん
が動いてくれはって、帝国ホテルができました。
OAPができました。できよりますよ、皆さんが言
えば。声を出せば、何とかなる。全部行政の力を頼
らんでも、言うていけば、何とかなるんです。
　JR東西線が走りました。京都から福知山まで線
が走る。その下の天神橋筋の商店街のど真ん中に駅
ができるんです。駅ができたら、その駅は縦横無尽
に地下鉄も通ってるんです。その地下鉄の駅は「南
森町」といわれます。ここに、ほとんどの皆さん方
は「南森町」っていったらご存知でしょうけれど
も。例えば、徳島からお越しになった。北海道から
お越しになった。「南森町」ではピンとけえへん。
分かりまへんやん。「大阪天満宮」にしてもらいま
ひょ。「天満宮前」にしてもらいまひょ。三万人の
署名を集めて、JRへ陳情に行きました。水臭かっ
たでっせ、そのときのJRさんの対応は。ところが、
一ヶ月前に駅ができ、その名前が「大阪天満宮」に
なりました。「前」も消えたんです。これは、もう
感動しましたですね。まあ、天満宮の宮司が一番喜
びはったんですけれども。
　そのくらいのパワーで、やっぱりまちづくりを一
つずつやっていく。「小さいことからコツコツと。」
といわれますけれども、やっぱり目に付くこともや
っていかなあかん。そういうことが、やっぱり時間
がかかります。皆さん、それぞれ苦労してらっしゃ
いますけども、本当に時間がかかる。一つのことを
信念を持ってやっていかなあかん。私は、その商店
街とか天満の町を守るためには「なぜここが天満や
ねん。」「天満であるためには、どうしたらええね
ん。」という発想から入るんです。イベント屋さん
が持ってきたイベントなんて、全然相手にしませ
ん。自分で考えな納得できない。だから、そのこと
ばっかりをやってきてるから、それが成功してるん
ですね。
　天神祭と一緒に、その前には七夕祭がある。「七
夕祭りは、日本中どこでもあるやないかと。」と言
われるけれども、そうじゃありません。うちには、
千年前の池が三つあるんです。一つは、七夕池とい
うんです。一つは、明星池というんです。もう一つ
は、星合池というんです。全部七夕に関係がある。
しかも、そのうち二つがまだちゃんと残ってるんで
すよ。七夕は、うちが一番元祖やねんと思ってま
す。竹薮もぎょうさん昔はあった。今でも竹屋さん
がぎょうさんいてる。こんなん、こんな町はやっぱ
り七夕の発祥地やというふうに思ってますから、そ
れをどんどんやっていくと、人が増えてきた。毎年
７月24・25日の天神祭というのは、７月７日から始
まるものだというふうに、昔はやってたんです。そ
のきっかけですから、七夕祭を盛大にしようとし
た。
　しかし、ただ単に、笹に短冊つけて願い事を叶え
るという発想では、次の若者がついてこないだろ
う。次の若者がついてこれるようにするには、どう
したらいいのか、またいろいろ考えます。浴衣を着
て、来てくれはる人たちに何か歓迎しようと。バレ
ンタインデーがあってホワイトデーがあって、男と
女の交歓の場所が二つあったら、七夕祭は、今度は
両方が交歓する場所にしましょうと。天神さんの中
には、スモークが焚かれて、シンセサイザーが鳴っ
て「これが天神さん？これが神さん？」と言われる
ぐらいのイメージになってしまいました。そういう
ことが多くの若者に、新しい文化を備え付けること
になるかも分からへん。そこで、昔の七夕を復活さ
せたら、これはええことじゃないかな。そんなこと
で、ずっとやり続けていると、七夕の七月七日は、
何万人という人が来るようになりました。嬉しいで
すね、これは。
　やっぱり「毎年、毎年一つの事をどれだけ続ける
か。」ということが一つの基本理念なんですね。う
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ちの町は何をしたらええねん。どうしたら町の文化
が発展するねん。天神祭は残ってる。七夕文化がも
ういっぺん蘇ってきた。そうすると、その延長上に
天満天神さんの周りには、明治時代は８軒の芝居小
屋があった、落語もその中にあった、文楽もあっ
た、歌舞伎もあったという歴史につながるんです。
それができたらええかなあと思い続けて10年ぐらい
経ってますかね。つまり、芸能文化がそこにあっ
た。天満宮の中では、芸術文化が、もともと育って
いる。そういうものを取り戻していったら、町は発
展していくんじゃないか。ずっとそれを考えてい
た。するとそれが実現したんです。
　それで、そういうことを考えてるとね、皆さん。
今、先生もいろいろ仰いましたけれども、やっぱり
文明が文化を廃れさせていくんや、と私は思ってる
んです。それと、もう一つは時計の針を逆に回して
いったら、世の中よくなるで。明治、大正、昭和の
初め、それから戦後の物がなかったとき。物がなか
ったときに、人殺しはそんなに増えまへんで。豊か
さがこういうことになってしまってる。もう一つは
町が廃れると必ず犯罪が起こるんです。健全な町の
中には、おかしな犯罪は起こらないんです。そのた
めにも、やっぱり時計の針を逆に回していかなあか
ん。そしたら、昔の良さがどんどん見えてくる。そ
の見えてくる良さを現実に合わしていったら、また
町がもとに蘇るんじゃないかなあ。そんなことを今
ずっと考え続けてます。
　一つずつ、やっぱりやらなあきませんから。繁昌
亭ができた。それが完成するまでの苦労話は、また
後でお話をします。繁昌亭が出来て、その後どうな
ったか、街が変わったか。変わりました、皆さん。
どう変わったかは、機会があれば話しますけど、や
っぱりやれば変わるんです。皆さん方が熱意を持っ
て、ここにも私と同じような年齢の方々がたくさん
いらっしゃいますけど、その方々が昔の文化を呼び
戻す仕掛け人になってくれはったら、ものすごいあ
りがたい。今の40歳ぐらいのお母ちゃんが一番やや
こしい言うたら怒られますけどね。子どもを殺した
りなんかすることが多い。そうすると、その子ども
たち、つまり、そのお母ちゃんを産んだのは我々な
んです。戦後三代目で世の中おかしくなってるんで
す。だから、その三代目がおかしくならんように、
皆さん方がもういっぺん、高齢者が発奮して世の中
に文化を取り戻す動きをしていったら、また日本の
社会がよくなっていくかなあというふうなことを思
いながら…これで一応終わらせていただきます。あ
りがとうございました。
プレゼンテーション④
藤原　　明
（株式会社りそな銀行地域サポート本部 
 プランニングマネージャー）
　りそな銀行の藤原と申します。よろしくお願い致
します。りそな銀行は、３年前ほどから「REENAL
プロジェクト」というプロジェクトをやっておりま
す。これは「りそな」と「regional」という言葉を
組み合わせた造語でございまして、「天神橋筋商店
街の町おこし共同企画」もその一つでございます。
　我々銀行というのは、今まで金融のお取引だけの
存在だったんですけども、ちょっと一歩下がってみ
ますと、われわれの顧客群といいますか、まつわる
お客様というのは宝の山だということに気づきまし
て、それぞれの地域、あるいは企業さんが持ってお
られる、そのポテンシャルを活用させていただきな
がら、お付き合いをさせていただいているわれわれ
銀行がコーディネーターとなってさまざまな企画を
展開することによって、そのポテンシャルをさらに
引き出して、まちの活性化とかができるんじゃない
かと。
　私は地域住民、行政に加え我々のような企業とい
うのも重要な登場人物だと思っております。その力
を使わないのは、もったいないな、という観点から
このプロジェクトを進めております。まだまだこの
プロジェクトを始めて３年ということでございます
ので、このプロジェクトがずっと続くようになっ
て、日本全国の各地域がそれぞれ特色のある活性化
ができればいいなと思っております。
　このプロジェクトの具体的事例をDVDにまとめ
ておりますのでそれを見ていただきながら、このプ
ロジェクトのご理解をいただけたらと思います。そ
れでは、よろしくお願いいたします。
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　「DVD：【CM】「おい、見つかったか。」「あか
ん、石ころばっかりや。」「ほんまにあるん
か。」「あるはずや。」「たくやの兄ちゃん
が、この辺やって言うてたんやから。」「ほ
んまに埋めてあるんかなあ。」「そりゃ、あ
るやろ。いっぱい持ってたビー玉、おばち
ゃんがほかすって言うからな。慌てて隠し
たらしいで。」子どもの頃、こんな宝探し
やりましたよね。すごいものを見つけた
い、この気持ちは大人になってもどこかに
ありませんか。私たち、りそな銀行には、
身近にとても多くの宝物があります。それ
は、私たちを支えてくれた地域や企業の皆
様。大切な皆様と今度は手をつないで何か
動かしたい。そんな気持ちで始まったプロ
ジェクト、REENAL。「あったで。」「ほん
ま や。」 ど ん ど ん 広 が っ て い ま す。
REENALの輪。今度はあなたと。Feel 
together! REENAL。りそな銀行です。」
　　　　　REENALプロジェクトとは、りそな銀
行が中心となってFM802を始めとした企
業や地域とのコラボレーション企画を展開
し、企業や地域のポテンシャルを引き出
し、最終的に新しいマーケットを創造する
ことを目的としたプロジェクトの総称で
す。「REENAL」とは、りそな銀行の「り
そな」と地域を意味する「regional」を組
み合わせた造語です。プロジェクトでは、
「Media Mix」をキーワードとしてキャッ
シュカード、放送、ポスター、フリーペー
パー、イベント、ウェブサイトなど、さま
ざまなオリジナルメディアを活用したプロ
モーションを展開しています。
　　　　　FM802のアートプロジェクト「digmeout」
とのコラボレーション「RESONART」。
若手アーティストを応援する活動として、
2004年にスタートしました。これまで、メ
ジャーなキャラクターや著名な作家にしか
チャンスがなかった、キャッシュカードの
デザインを無名のアーティストたちが手が
けるという、このRESONARTの活動は、
平成16年１月のスタートから大きな反響を
呼びました。平成18年８月現在、これまで
起用したアーティストは11人に及び、カー
ドの通産発行枚数は32万枚を超えていま
す。また、キャッシュカードのみならず、
季節ごとに店頭を彩るディスプレイや、
カードのデザインに合わせた紙バッグのプ
レゼントなどを通じ、銀行からアートを発
信し続けています。さらに、RESONART
作家がCDジャケットワークを手がけた
アーティストのりそな銀行大阪本店での無
料 ラ イ ブ「RESONART FREE LIVE」
や、アート性の高いフリーペーパー
「REENAL　digmeout EDITION」 の 発
行、ギャラリーやカフェでの定期的な個展
開催など、より「音楽」と「街」とに関わ
る活動として有機的な広がりを見せていま
す。
　　　　　そして、平成18年２月の第10弾アーティ
ストから、RESONARTは全国でのプロ
モーションを開始しました。これまで、
RESONARTに参加してくれた10人のアー
ティストたちの作品とプロフィールが掲載
されたアートブック『ART BANK』の発
行。 ま た「RESONART FREE LIVE 
Vol1.」 参 加 ア ー テ ィ ス ト で あ る
DEPAPEPEが、RESONA FITS YOU!キ
ャンペーンソング『キミドリ』を提供。東
京、大阪でフリーライブを開催し、
RESONARTの全国展開を応援してくれま
した。無名の若手アーティストに活躍の場
を与え育てていく、りそな銀行は、アーテ
藤原　明氏
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ィストたちによって育てられていく銀行に
なりたいと考えています。
　　　　　さらに、RESONARTは、REENALプロ
ジェクトとして、地域や企業とのコラボ
レーションを次々に展開しています。
RESONARTデザインの「花」をテーマ
に、地域のフラワーコーディネーター、フ
ラワーショップ、フラワースクールに銀行
店頭をディスプレイしていただこうという
「RESONART×FLOWER」をりそな銀行
20店舗で展開しました。NOVAお茶の間
留学でお馴染みのギンガネットIPテレビ電
話を活用して、りそな銀行本店ロビーで開
催されたREENAL Presents RESONART 
FREE LIVE X’mas edition」の模様を南
堀江の「digmeout CAFE」でライブ中継。
ギンガネット電話が、英会話レッスンコン
テンツだけではなく、将来のエンターテイ
メント系コンテンツの拡充の可能性がある
こ と を 実 証 し ま し た。WEBサ イ ト
「REENAL.net」を企業とのコラボレーシ
ョンツールとした企画も展開。りそなグ
ループの女性向け投資信託商品「Loveme!
（ラブ・ミー！）」の女性プロモーション隊
のメンバーが「ECO」「ART」「BEAUTY」
をテーマに、資生堂の環境に配慮したリサ
イクルや、文化支援の取り組み、ビューテ
ィー施設などをレポートしました。
　「【CM】ナスカの地上絵。ペルーのナスカ大地に
描かれた巨大な動物の絵や幾何学模様。い
くつもの謎に包まれています。年間雨量た
った５ミリ、雨による侵食が少ない環境が
この地上絵を残したといわれています。ま
た、その魅力に魅せられ私財を投げ打って
までも、その保存に尽くした人たちがいま
した。彼らがいなければ、今日のような地
上絵は残っていなかったでしょう。ところ
が、近年雨の量が増え、その雨水が地上絵
を消そうとしています。異常気象の影響
は、ここにも及んでいます。守り続けてき
た人たちの力も、自然の力には逆らえない
のです。地球環境、手遅れになる前に。地
球を救うのは、一人一人のエコの気持ち。
REENALもエコ活動に積極的に参加して
います。Feel together! REENAL。りそな
銀行です。
　　　　　平成17年４月29日には、FM802 の恒例
野外イベント「FUNKY MARKET」をり
そな銀行がオフィシャルサポート。
REENAL Presentsとして「ECO」「ART」
「MUSIC」をテーマに、万博記念公園お祭
り広場において大規模フリーマーケットを
開催しました。当日は、FM802DJ番組ブー
ス、digmeoutブースを中心に、りそな参
加ブースも含め200ブースが出店し、来場
者は３万人を越えました。また、会場では
REENAL Presents「RESONART FREE 
LIVE」を開催すると共に、凸版印刷、ノ
バシステムの協力を得て、「REENAL.net
携帯サイト」をオープンし、出展ブース・
イベントの情報を随時配信するITコミュ
ニケーションを新たに展開。取引先企業の
技術力を活用した企画展開により、新たな
技術力活用の手法を実現しました。「水筒
を持とう」をコンセプトにさまざまなプロ
ジェクトを進めている「すいとう帖委員
会 」 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン。「RE! 
SUITOU」キャンペーンも会場で実施。水
筒を持って、FUNKY MARKETに行こう
とREENALのフリーペーパーやホーム
ページ、さらにはラジオ番組で呼びかけた
ところ、約1,000名もの方がマイ水筒を持
って、会場に駆けつけてくれました。その
模様をREENAL.netに、すいとう帖図鑑と
してアップ。大きな反響を呼びました。
アーティストの豊田弘治氏が中心となっ
て、もっとみんなに、身の回りにあること
やもの、環境の有難さと「このままでは地
球がやばい」ということに気づいてもらう
ことを目標とする環境意識活動「Ecommon
（ エ コ モ ン ）」。REENALは、 こ の
「Ecommon」のコラボレーションを展開。
Ecommonミニアートブックや、ステッ
カーを近畿二府四県の支店で配布すると共
に、平成18年５月３日には「地球がほんま
にやばいねん」をテーマに「REENAL×
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Ecommon present FUNKY MARKET」
を開催。３万５千人もの方が来場されまし
た。当日は、FM802ホリデイスペシャル
「REENAL presents FEEL TOGETHER!」
を会場から生放送。できることから始める
エコロジーをメッセージとして伝えまし
た。 さ ら に、 象 印 魔 法 瓶 が「RE！
SUITOU」プロジェクトに賛同。活動をバ
ックアップしていただきました。人気アー
ティストがデザインした、オリジナルマイ
ボトルステッカーを配布したり、マイボト
ルを持参していただいた方に、大阪の給茶
スポットでもある人気カフェの限定ドリン
クを給茶するなど、さまざまな展開に多く
の方に参加していただきました。保温、保
冷に優れ、地球環境にも優しい魔法瓶の良
さ、水筒というものの良さを改めて伝えま
した。
　　　　　平成17年７月13日から19日に開催された
「ロボカップ2005大阪世界大会」におい
て、凸版印刷の技術協力、FM802のソフ
トプロモーション協力により、ICタグを
利用した最新認証システム１万人の実証実
験を展開しました。ストラップ型ICタグ
は、RESONARTカードの第三弾アーティ
スト、木野下円さんによるデザイン。ロボ
カップ2005大阪世界大会の会場では、「便
利なICタグを使ったイベントがいっぱい！」
をキャッチコピーに、入場者にストラップ
型ICタグを一万枚配布し、予約・入場受
付管理、域内電子キャッシュ、情報発信、
会場内各種イベント通知の実証実験を行い
ました。また、りそな銀行とともに
RESONARTを進めるdigmeout CAFEが、
ロボカップ会場でアートカフェを展開しま
た。木野下円さんのグラフィックでディス
プレイされたポップな空間で、カフェ特製
のコーヒーやソフトドリンクをご提供。会
場では、RESONART の歴代ビジュアル
も展示されたほか、クラブDJによるカフ
ェミュージック演出や、ハプニングライブ
も行いました。ロボカップ2005大阪世界大
会の開催地、大阪は「ロボットテクノロ
ジー推進都市」を標榜し、ロボットの開発
助成事業やロボットラボラトリーの開設、
様々な技術セミナーや展示会の開催と、ロ
ボットテクノロジー促進策を積極的に打ち
出しています。りそな銀行は「REENAL
プロジェクト」ロボカップ2005大阪世界大
会におけるICタグを利用した最新認証シ
ステム一万人の実証実験を展開することに
より「川上・川中・川下の連携強化と産業
集積の維持強化を目指す」世界ものづくり
サミットの目的にも合致させ、大阪のロボ
ットテクノロジー推進都市化に貢献したい
と考えました。
　　　　　注目の大阪北ヤード開発では、りそな銀
行の融資機能と公益信託機能を組み合わせ
た、新しい仕組み「横断型マッチング機
能」を活かして、アーリーステージよりも
前段階のアーリー・アーリーステージの企
業や企業家を支援するために「りそなイン
キュベーション＆ソリューションプラザ」
を展開することを目指します。
　【CM】「りそなでーす。」「リージョナルでーす。」
「二人合わせてリーナルでーす。」「おしま
い。」「はやっ。」「おしまい。」「はやっ。」
早い話がREENALとは、りそな銀行の「り
そな」と地域を意味する「regional」を組
み合わせた造語です。…「暖かくなってき
たね。」「そうやねー。」「最近、仕事どな
い？」「えーと、手つないだり、組んだり。」
「誰と？」「いろんな人と。」REENALは、
企業や地域、いろんなところとコラボレー
ション企画を展開しています。…「やばい
…」「え？」「やばいねん…」「何？」「地球
がほんまにやばいねん。」REENALはエコ
活動にも積極的に参加しています。Feel 
Together! REENAL。りそな銀行です。
　　　　　平成16年３月から、NPO法人天神天満
町街トラスト、大阪市立大学商学部ととも
に、天神橋筋商店街の活性化をキーワード
に「天神橋筋商店街町おこし共同企画」を
展開しています。最初は、地域オリジナル
の大阪天満宮の朱印を押した定期預金の証
書袋を作ってみよう…という小さな取り組
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みでしたが、反響は予想以上のもので、ま
ちの賑わいづくりに貢献できるレベルまで
企画は広がっています。また、フリーペー
パーの発行や、商店街と花火がテーマとな
った映画『天国の本屋～恋火』の試写会開
催。かつて、酒造りが盛んだったことか
ら、商店街オリジナルブランドの清酒『百
天満天百』の醸造の企画や、大阪天満宮内
にできる上方落語の定席（じょうせき）、
天満天神繁昌亭の建設資金・運営資金支援
を目的としたチャリティー寄席の開催。サ
ポータズクラブ発足など、リアルなまちお
こしのチャレンジは続いています。平成17
年２月には、りそな銀行野江支店が、地域
とのコミュニケーションをテーマにコミュ
ニケーションスペース「Reenalプラザ」と
してリニュアルオープンしました。アクテ
ィブシニア層・ヤングミセス層を対象とし
たカルチャースクールやキッズコーナーを
併設し、大変好評を得ています。カルチ
ャースクールは、サンケイリビング新聞社
とのコラボレーション企画で、受講生の口
コミが広がり、開講３ヶ月で教室稼働率は
83.3％に達しました。主婦層やアクティブ
シニア層の指示を得ている、サンケイリビ
ング新聞社からコンテンツ提供を受けるこ
とで、店舗自体の魅力を高め、収益機会を
増やすトライアルとなっています。平成17
年10月、大阪商工会議所と関西ジャズ協会
の共催による「ニューオーリンズ・ハリ
ケーン復興支援ジャズコンサート」に協
力。そのお礼の印として、駐大阪・神戸米
国総領事館主催による「ドリーンズ・ジャ
ズ・ニューオーリンズ コンサート」では、
大阪本店講堂を会場として提供し、独自メ
ディアを活用したプロモーションで参画さ
せていただきました。これは天満天神繁昌
亭チャリティー寄席の反響がきっかけとな
ったものです。立命館大学と学術交流協定
を締結し、それぞれが有するネットワーク
を活用した、関西地域活性化のための共同
施策を展開しています。「Ritz×RESONA
コラボレートセミナー」の共催や、りそな
銀行社員の立命館大学への講師派遣などを
通じ、関西経済・地域に対する社会貢献を
行うことを目指しています。大阪府や大阪
市が協力する「美しい大阪をつくる100万
本のバラの会」その事業の趣旨に賛同する
とともに、事業への協力をREENALプロ
ジェクトの一つとして位置づけ、企画を展
開しています。りそな銀行の大阪府下店
や、りそな銀行が開催するセミナーやコン
サートなどのイベント会場に募金箱を設置
し、一人100円で100万人が参加する運動に
協力しています。
　　　　　REENALプロジェクトは、プロダクツ
の企画にまで発展し、オンワード樫山との
コラボレーション『Bankbook Case』を展
開しています。従来、銀行のノベルティ以
外に商品カテゴリーになかった通帳ケース
について、クールな通帳ケース『Bankbook 
Case』を製作するという企画を立案しま
した。お洒落な女性やビジネスマンがバッ
クに入れていても違和感のない、クォリテ
ィーやデザイン性の高いREENALブラン
ドの『Bankbook Case』は、ウェブ上でア
ンケートを実施。ユーザーに商品企画に参
加してもらう形式で、最終デザイン案を決
定しました。将来的には、りそな銀行のお
取引先に商品化・販売していただくことを
目指しています。編集プロダクション
parkeditingが創刊する「Re:Standard」を
テーマにした新しい書籍媒体『Re:s』に企
画・参画しています。「あたらしいふつう
を提案する」がコンセプトのこの媒体は、
REENALを、すべての人にとっての「ふ
つう」にするべく、紙面上のさまざまなプ
ロジェクトと連携。わたしたちの思いをさ
らに広く世に問うべく展開しています。第
一号の特集では、「すいとうのある暮らし」
と「いまだからワープロ」という二つの特
集を展開。その反響は大きく、一般読者は
もちろんのこと、沢山のクリエーターの
方々をはじめ、魔法瓶メーカーや文具メー
カーなど多くの企業から、マイ水筒を持つ
生活や、新しいワープロの開発に関する企
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画の提案が続々とあがっています。Re:s
は、このようにさまざまな企業とクリエー
ターをつなぐREENALの、新たなプラッ
トホームとして重要な機能を果たしていき
ます。
　【CM】2006年度REENAL by Resona Bankタイ
アップ曲『想い描いて♪』REENALプ
ロジェクトは、さまざまな人と出会うこ
とから始まっています。人々を繋いで、
新しいものを生み出したい。この曲、べ
べチオとリーナルが出会って生まれまし
た。Feel Together! REENAL。りそな
銀行です。」（DVD終了）
以上ですね。ちょっと映像を交えて、REENALプ
ロジェクトについてご説明をさせていただきまし
た。ありがとうございました。
　プレゼンテーション⑤
角　　知子
（新世界アーツパーク事業　事務局）
　皆さま、こんにちは。新世界アーツパーク事務局
の角と申します。まちづくりの先輩方のお話をいろ
いろ聞けて、今日はほんとに来られてよかったなと
思っております。
　（映像を見ながら）皆さんの街づくりの歴史から
比べると、私たちはフェスティバルゲートという遊
園地に拠点を置き始めて、まだやっと４年です。そ
のフェスティバルゲートも、皆さん大半の方がご存
知だと思いますけども、この４年の間にも日に日に
寂れていきまして、もうどうしたらいいのかなあと
毎日頭を抱えている状態ではありますが。その中に
拠点を作りました４つのアートNPOがフェスティ
バルゲートの中にこもらず、地元である新世界や日
本橋の町のほうに出て行きまして、どんどん活動の
幅を広げております。
　（映像を見ながら）だいたいの位置関係といいま
すか、フェスティバルゲートの周囲というのを見て
いただきたくて、こういう図を作ってきました。ご
存知の通り、通天閣。今年二代目になってから50周
年を迎えた通天閣のお膝元、大阪で一番キッチュな
町といわれる新世界の中に、大阪市交通局が造った
フェスティバルゲートという遊園地があります。こ
れは、1997年にオープンしたんですけれども、オー
プンから一度も黒字を出すことなく、どんどん空き
テナントが増えていきました。持ち主である交通局
さんも、こりゃ困ったなあということになって、大
阪市のいろんな部局に「空き店舗を使ってなんかで
きまへんか。」言うて相談に行きました。そして、
「大阪市ゆとりとみどり振興局 文化振興課」とい
う、いわゆる芸術文化を扱っている部署にたどり着
きます。その文化振興課が「ちょうどバブルが弾け
た以降、どんどんアーティストの発表の場所がなく
なっていて、その発表の場を支えていたスタッフた
ちも劇場やライブハウスから、端的に言えばリスト
ラされてしまうという状況が進んでいるので、レス
トラン跡を使って、大阪で芽吹いたいくつかの現代
芸術のジャンルの人たちを移植してはどうか」とい
うアイデアを提案しまして、じゃあそれで、という
話になり、この新世界アーツパークがスタートしま
した。
　2002年10月にまずは３つのアートNPOからス
タートしまして、現在はアートNPOが４つ。それ
とNPOではないんですけれども、二つの資料室が
ありまして全部で６チームで活動しております。そ
のアートNPOなんですけれども、決して劇団とか、
クラシックの演奏団体そのものに入ってもらってい
るのではなくて、そういったアーティストたちを支
援する中間支援型のNPOが入っております。
　（映像を見ながら）この４つのNPOが入っており
まして、現代舞踊、コンテンポラリーダンスといい
ますけれども、ダンスを支えるNPO。それから、
実験音楽とか現代音楽とかいわれる、そうですね…
普段ラジオとかでは流れることのない、とてもチャ
レンジ精神旺盛な音楽をやっているチーム。それか
ら、メディアアートや映像美術とかいわれる、現代
になって出てきたコンピューターや、ビデオカメラ
などを使って作られる新しい美術を支援するNPO。
それと、言葉と表現とコミュニケーション。言葉と
いうのは、コミュニケーションをとる一番最初の
ツールであるというふうに考えて、その言葉をもっ
と味方につけて他者とコミュニケーションをとって
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もらいたいという思いで歩んでいるNPO。この４
つのNPOが今フェスティバルゲートのレストラン
跡をそれぞれ活用して、ダンスの専用劇場であると
か、ライブハウスであるとか、或いはギャラリーで
あるとかを運営しております。
　（映像を見ながら）さて、アートNPOと一口で言
うてきましたけれども、じゃあ「何をやっとんね
ん」ということですが、先ほど簡単に言いましたけ
れども、決してアーティストそのものではないんで
すね。アーティストと社会をつなぐ、一般的には
「アートマネージメント」というところを専門にし
ているNPOです。大きく分けると目的は二つあり
ます。ひとつは、「表現自体の追求」。言うてみた
ら、アーティストがよりよいもの、より面白いもの
というのを作っていける環境をサポートするという
ことです。もう一方は、そのアーティストが編み出
した表現手法を少しアレンジして、一般社会に還元
していくことはできないだろうかということを模索
する、いわゆる、「アウトリーチ」と呼ばれること。
この二つが中間支援型のアートNPOの大きな柱に
なっています。今日は主にこの「アウトリーチ」と
呼ばれる事業のほうを、主に紹介していきたいと思
います。
　（映像を見ながら）さて、４つのNPOとも、手を
変え品を変え、いろんな方法で地域の人たちと一緒
に何かをやっていこうということをしていますけれ
ども、今日は一つずつだけご紹介させていただきま
す。
　まずは、その現代舞踊、コンテンポラリーダンス
のNPO「ダンスボックス」がやっております試み
なんです。だいたい毎年３月中旬頃に、フェスティ
バルゲートの隣にあるスパワールドの大階段を客席
にして、その下でダンサーが踊って、道行く人にダ
ンスをお見せして楽しんでもらうという「コンテン
ポラリーダンスin新世界」というのを開催しており
ます。これ、写真では、そのスパワールドの大階段
のほうが写ってるんですけども、ちょうどその大階
段からダンサーの後ろに通天閣がどどんと見えまし
て、まさに新世界の風景を借景にしてダンサーが踊
るという面白い試みです。
　（映像を見ながら）下のほうですね。これは８階
のライブハウスを運営しておりますNPO「Beyond 
Innocence」がやりました「子どものための演奏会」
です。ここの実験音楽というチームは、その実験性
を追及するためにインプロヴィゼーション、いわゆ
る即興音楽というのを中心にやっているメンバーが
多いので、参加した子どもたちが「あれ歌いたい。
これ歌いたい。」という歌をその場でBGMをつけ
て、子どもたちに自由に声を出して歌ってもらう、
踊ってもらうという場を創出するというものでし
た。
　（映像を見ながら）上の方は、映像美術のチーム
がやっているプロジェクトです。８ミリビデオとい
うのが昔ありましたよね。昔あったって言ったら失
礼かな。今では、ほんとにデジタルメディアという
のが発達してきまして、８ミリの映写機なんかお家
で持ってらっしゃる方というのは、もうほとんどい
らっしゃらない。けれども、新世界みたいに長いこ
と住んでらっしゃる人が多い地域では、倉庫とか押
入れとかを掘り起こすと、８ミリフィルムがわらわ
ら出てくるんですね。それで、それを集めまして
「上映会をやります。」と宣伝したところ、地元の方
をはじめ、そういった昔の映像・街並みというのに
興味のある方を含めて100名以上の方が集まって、
楽しくその昔の映像を見ました。
　これをすることによって、もちろんその昔の風景
を楽しむということもあったんですけれども、昔の
ことを突然その持ち主が思い出したりするという現
象がありまして、これは医療のほうにも応用できる
んじゃないかということで、今このプロジェクト
は、新しい方向に進みつつあります。
　さて、下のほうですが、これは声と言葉とコミュ
ニケーションを主にやっているNPOがしている「身
角　知子氏
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体障がい者の人たちのための音楽のワークショッ
プ」です。まあ音楽といっても、重きを置いている
のは歌のほうで、言葉を発してもらうっていうこと
を、全身を使ってやってもらおうというものです。
今、ここの写真に写っているのは、重度の肢体障が
い者の方たちばっかりなんですが、驚くぐらい発語
がどんどん上手になっていきました。
　（映像を見ながら）映像のNPOの中に「ブレー
カープロジェクト」いう別働隊がありまして、これ
は、アートは美術館の中だけに留まっていてはいけ
ないと考えるアーティストが、積極的に新世界の町
に出かけていって、美術活動をするというプロジェ
クトをするための専門のチームです。左上の写真
は、美術作家さんと一緒に新世界の町のおもろい風
景を探して歩くという、いわゆるフィールドワーク
といわれる手法でやっています。それからその右隣
は、子どもたちが小さいおもちゃの前にいてますけ
れども、これは福岡在住の美術作家さんがやってら
っしゃる「かえっこ」という、いらなくなったおも
ちゃを子どもたちが持ち寄って、それを交換すると
いう、リサイクルと、子どもたちの活動の幅を広
げ、社会性を養うというプロジェクトを融合させた
ものです。それから、例えば、一番右の下のほうな
んですけれども、これはヤモリプロジェクトといい
まして、「ヤモリのアニメーション」を作ったんで
す。ヤモリの形に切った厚紙がありまして、そこに
子どもたちが自分たちで絵を書いたり、写真を貼っ
たりして、自分のヤモリを作ってもらうんですね。
それをちょっと動かしては、ビデオカメラで一コ
マ、ちょっと動かしては、ビデオカメラで一コマと
いうようにして、アニメーションを子どもたちと一
緒に作るというプログラムです。こういったワーク
ショップをキッズプラザさんや近所の小学校とか、
いろんな所で展開をしまして大好評です。
　こんな形で、子供向けから町の探検までと、いろ
んな幅を持ってやっているプロジェクトがありま
す。
　このように、４年間、フェスティバルゲートの中
でやってきまして、各々NPOがそれぞれの得意技
を活かして、地域に出て行っての活動というのをや
ってきたんですが、実は今年の夏、新世界及び、そ
のもう少し北にある電気街日本橋において、アート
フェスティバルをやりました。というのは、新世界
の町では40年間盆踊りが途絶えているということを
地元の人たちから聞いたので「あっ。盆踊りやった
ら私らできるんちゃうか。」と思ったのです。なぜ
なら、言葉の部屋には詩人がおります。そして、音
楽のチームには、ミュージシャンがたくさん出入り
しております。そして、ダンスのお部屋には、振り
付けのできるダンサーがたくさん出入りしておりま
す。「ほんなら新しい盆踊り作れるやん。」ていうこ
とになりまして。またその40年前の記録が全然残っ
てないということで「じゃあ、映像メディアのチー
ムが今度は無くさへんように記録取れるやん。」と
いうこの流れで、盆踊り大会を復活させてみようと
いうことに挑戦しました。それが「ビッグ盆！」と
いう試みです。
　（映像を見ながら）このように、普段はさびしい
感じのするフェスティバルゲートの二階に櫓を組み
まして、地元の人たちに「来てくださいね。」と声
をかけたところ、当日たくさんの方が来てください
まして、８時半ぐらいの一番盛り上がったときで、
2600人くらいのにぎわいでした。先ほど言ったよう
に、若手のアーティストが小学校に出向いて、小学
校５年生・６年生の人たちと一緒に作った「新しい
新世界の盆踊りを作る」という作業。それから、そ
の上の写真ですが、あれは、40年前の盆踊りを覚え
てらっしゃる奥様方にお集まりいただき、「40年前
新世界にオリジナルの盆踊りはなかったのか？」と
いうことをお聞きしましたところ、「確かにあって
ん。けど、ちょっと思い出されへんねん。どうしよ
う。」っていうことになり、いろいろとみんなで、
「その昔の盆踊りどんなんやったっけ…」という思
い出す作業をした風景です。そんな作業を経て新世
界の町の盆踊りを、この夏復活させました。
　（映像を見ながら）盆踊り大会だけではなく、い
つもと同じように各NPOがそれぞれの得意技を活
かして、日本橋と新世界の町へ出かけていって、展
示やトークサロンや演奏会をやりました。例えば、
この「テクノポリタンミュージアム」という右側の
写真のものなんですが、その実験音楽をやっている
アーティストの中には、自分たちで楽器を作るとい
う人たちもたくさんいます。そういうアーティスト
たちが全国から20組集まりまして、演奏会と、日本
橋のパーツ屋さんとかジャンク屋さんとかで自分の
作った新しい作品を展示するということをやりまし
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て、日本橋地域のもともとの魅力である、「電気の
町」という部分を大変クローズアップした企画にな
りました。
　こんな感じで、４年間かけて、地元の人たちと一
緒に何かをやっていくということを積み重ねてき
て、この「ビッグ盆！」において、本格的に地元の
人たちと一緒に一つのものを作り上げたという経験
ができ、４NPO、またその４NPOの広報支援担当
の私としても、大変喜んでおります。
　しかし、フェスティバルゲートというのが来年７
月17日にちょうど10周年を迎えるんですが、それを
機に売却をしてしまうか、もしくは、新しくプロデ
ューサーを募って、別の使い方を考えるかという節
目に立っております。一年前を切っているというの
に、まだその先のことが分からないという状態で
す。つまり、新世界という場所で、このまま活動を
続けていけるかどうかというのが分からない状態
で、毎日頭を抱えながら活動をしております。ま
あ、頭を抱えててるだけやったらあかんので、みん
な元気に活動しておりますけれども。
　よろしければ、ぜひ今のうちにフェスティバル
ゲートにお越しいただいて、４NPOの活動を見て
いただきたい。そして、またそれ以降もフェスティ
バルゲートの方に残れることになりましたら、また
ぜひ足を運んでいただいて、日本橋及び新世界の
町、そして私たちアートのNPOとの繋がり具合が
どこまでいったかなということをまた確かめに来て
いただければうれしいなと思います。どうもありが
とうございました。
質　疑　応　答
藪田：それでは、ただいまから残っておる時間、一
応17時半までということで、このりそな銀行
さんの方にお願いを致しましたので、議論を
始めたいと思います。先ほどまで当センター
の主任の研究員の森本幾子というのが司会を
しておりました。それから、私はセンターの
総括プロジェクトリーダーをしております薮
田と申しますが、45分まで…17時30分まで司
会させていただきます。
　　　　神野先生のご報告の後、平野の川口さん。
それから、徳島の中村さん。それから、天神
橋の土井さん。それから、りそなの藤原さ
ん。さらに、新世界フェスティバルゲートの
角さんと…いうことで、ご報告いただきまし
た。長年の活動をされている方もあれば、近
年の活動というところもございますが。恐ら
く、限られた時間では喋れないことがたくさ
んあっただろうと思います。その繰り返しを
していただいても結構だと思いますが、これ
から議論を深めてみたいと思いますが、特に
お話聞いていただいて分かりますように、や
はりそれぞれの手法でのまちづくりの進め方
といいましょうか、考え方ということが随分
やっぱり色濃く出ていたように思いますの
で、その辺を前半にさせていただきたいと思
います。
　　　　それから、もう一つは私どものコンセプト
は「文化遺産」でありますので、何を文化遺
産だと考えるのかということ。それも、やは
り少し議論しておいたほうがいいと思います
ので、後半のところでは、文化遺産とは何か
という議論もしたいと思っておりますが、皆
さん長い時間、真剣に聞いていただきました
ので、フロアの皆さん方のほうから少しご質
問やご意見を受けて、それを口火に始めたい
と思います。
　　　　神野先生のお話から始まりまして、それぞ
れ聞いていただきましたが、どなたでも結構
ですがお三人ほど。最初に少し口火を切って
いただく方がおられますれば、ちょっと手を
挙げていただけますか。
参加者A：自分は19のときから、６年間イギリスに
住んでまして、大学に行って院を出て、帰っ
てきたばっかりで、日本のことはまだまだ分
からないんで、これから勉強しなきゃいけな
いっていうことがあるんです。神野先生が最
初、ヨーロッパの話をたくさんされました
が、僕も住んでましたので、ちょっと質問し
たいことがあるんです。
　　　　やっぱり、ヨーロッパ、イギリスもそうな
んですが、フランスとか、北欧諸国も、やっ
ぱり箱物といいますか…建物とか景観をすご
い大事にして古いものがすごい残っている。
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それこそ、もう800年前のものとかが、ふつ
うに街中に残っているわけですね。やっぱ
り、そういうのは、行政側のサポートみたい
なのがあると思うんですね。さっき土居様
が、市民が自発的にやらなきゃいけないとい
うのは本当だと思うんですが、やっぱりその
国にとっても、ある程度何かすることがある
と思うんですね。
　　　　僕の個人的な意見としては、文化というも
のは、基本的に対話というかコミュニケーシ
ョンがその地域の人々の間にあって、初めて
成り立つと思うんですね。大阪弁ひとつをと
っても、やっぱりそのお爺ちゃんとか、地域
の人とかと話していることによって、継承さ
れることだと思うんです。僕が、一つ思うの
は、やっぱり日本ていうのは、戦後ずっと一
生懸命働いて、西洋に追いつかなきゃいけな
いとやってきたと思うんですが、やっぱり働
きすぎて、対話の重要性、コミュニケーショ
ンの重要性を忘れてしまったんじゃないかな
というふうに思うんです。
　　　　例えばヨーロッパでしたら、労働時間はす
ごい規制があって、フランスでしたら、例え
ば週に35時間しか働けないとかあるんです
ね。35時間といいますのは、フランスでもも
う一回議論されているんで、いろいろ疑問は
あると思うんですが、例えば産休を増やすと
か、もうちょっと休日をしっかり取るように
するとかですね。日本で「サービス残業」と
いうのは当たり前なんですけど、イギリスで
は英語に直訳はできても、その単語そのもの
の「サービス残業」というのは普通の日常会
話にないんですね。やっぱり、働くだけじゃ
なくて、地域と関わる時間も確保していかな
きゃいけないと思うんです。
　　　　僕は、社会政策を大学で勉強したんです
が、その労働規制とかいう話になると「い
や。お前は、日本社会のビジネスのあり方を
わかってない。」と言われ、「まず、食ってか
なきゃいけない。」というのがあるんですね。
だから、さっき土居様が文化で食えるかいう
ふうに周りからと言われたことと一緒です
ね。大阪には中小企業が多いですけども、労
働規制なんかそんなもんできるかいと。「週
40時間きっちりなんか、そんなもんできるわ
けがない。」という感じです。そういう人た
ちに対して「いや、文化を継承していくため
には、やっぱりそういうコミュニケーション
とか対話とか、地域の関わりを確保するため
には、そういうことも考えなければいけな
い」と説得しなきゃいけないと思うんです
が、今日来られた先生方は、普段どのように
してそういうものの重要性を説かれているの
か。興味があるので、ぜひ答えていただけた
らと思います。よろしくお願いします。
藪田：お答えはちょっと後に致しまして。あと、二
人ほど。どうぞ。はい。
参加者B：本日のパネリストの皆さんは、「なにわ
の文化遺産」ということで、基本的には狭い
意味の過去の文化遺産、歴史的な文化遺産を
掘り起こすことによって、まちづくりを進め
ていくというお考えであるようにお見受けい
たします。ところが、最後に登場された角さ
んは、むしろ新しいこれまでなかったような
アートを開発しいく方向で、まちづくりはで
きないかというお立場だとお見受けいたしま
す。それで、私の質問は、大阪という非常に
特徴のある都市において、いわゆる文化遺産
という概念を、過去の歴史的な遺産という意
味に限定して捉えられるのか、それとも新し
い、いわゆるクリエイティブな最近のアート
なども含めた新しい情報文化というものを大
いに取り込む形で展開していくべきだとお考
えになるか。そのあたりについて、皆さまの
ご意見を承れれば幸いです。
藪田：はい。ありがとうございました。それぞれ、
かなり重要な発言を二人でしていただきまし
たが…前者が「まちづくり」、後者の方が
「文化遺産の考え方」ということですので、
私が先ほど設定したテーマに沿っております
が、もう一方。もう少し具体的なケースのご
質問があれば。はい。
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参加者C：本日は、いろいろお話を聞かせていただ
きまして、ありがとうございました。一点、
私のほうからお伺いしたいのは、今回お越し
の方で、中村様を除かれて、全員大阪に関係
のある方だということで、近年、その大阪の
人口が減っているですとか、大阪の町そのも
のが経済の中心ですけれども、沈滞をしてい
る状況というのがありますよね。どうして
も、東京に一極集中化の流れとういうのがあ
ると思うんですが、その中で、大阪が東京に
対抗するという部分でのまちづくりというの
を、東京を意識したという部分があるかない
かというのも含めて、ちょっとお伺いできれ
ばと思うんです。
　　　　大阪が、より大阪らしさを出せるための特
色のあるまちづくりの方向性について、東京
との比較というのも含めて、もしお考えのと
ころがあれば、お聞かせいただければと思い
まして、質問にしたいと思います。
藪田：はい。それでは、とりあえずお三方のご発言
をいただきました。参加者B氏からいただき
ました「文化遺産の議論」については、ちょ
っと後段に置かせていただきまして、若いお
二人のほうからは「まちづくりの担い手」、
あるいは「文化の継承の可能性」、あるいは
「東京に対する大阪の戦略」のような議論が
出ておりましたが、この辺のところから、ま
ず議論を始めてみたいと思います。その辺の
ご質問に対して、神野先生を始めとして少し
ご発言をいただきたいんですけども、いかが
でしょうか。
神野：　「古い文化とそれから新しい文化を…どっ
ちを大事にするのか。」というお話だったと
思うんですが、私は文化そのものの専門家で
はないのですが、これは二律背反するもので
はなく、先ほどもおっしゃいましたように発
展させるものである限り、我々の用語を使え
ば、文化というのは暗黙地によって伝えられ
ていくものであるのでですね。むしろ、これ
は両方両立するのではないかと思います。
　　　　例えば、フランスのパリは、皆さまもご存
知の通り、過去の文化遺産を非常に大事にし
ているということに関しては、あらゆる所よ
りも、一番強いかと思いますが、しかし、同
時に現在フランスで生まれつつある文化を非
常に大事にしている。私の理解が間違いなけ
れば、フランスの画商というのは、日本のよ
うにすでに出来上がっている他国の絵画を何
百億で売買するというよりも、現在いるアー
ティストに投資をして、そのアーティストの
ものを全部買い取っている。つまり、あの新
凱旋門もそうだと思いますが、現在生まれつ
つあるアーティストは、過去のアーティスト
を引き継ぐものであり、それを育てていくと
いうのとは両立するのではないかと思いま
す。
　　　　先ほど、アートを育てるという活動をご紹
介していただいた中で、私が思い出したのは
スウェーデンは皆さんご存知の通り「１％
ルール」というのがあって、あらゆる公共物
を作ったときに、その予算の１％をアートに
使わなければならないということがルールで
決まっているわけですね。しかし、各地方自
治体はもっとそれよりも厳しい条件を課して
いて、ストックホルムなどでは２％を上回る
ものを課さなければならない。それから、そ
れだけじゃないんですね。例えば、アーティ
ストは病院で芸術活動をしなければならない
ということになっています。なぜなら病院と
いうのは、肉体的な痛みだけではなくて、社
会の痛み、さらに精神的な痛みを癒す場であ
るので、病める者たちが最もアートを必要と
している。したがって、アーティストはその
病院で活動しなければならない。これが義務
付けられております。
　　　　さらにスウェーデンは、皆さんご存知の通
りに、ノーベル式の授賞式をストックホルム
の市役所で行っておりますが、それまでのそ
のスウェーデンの建築様式が、ヨーロッパの
建築様式をただ単に真似たものだったのです
けれども、その建物は、スウェーデン独自の
建築様式を創ろうとして、23年間かかって、
20世紀の初めに創り上げました。私が非常に
感心するのは、行っていただければ分かりま
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すが、議会とかその他、部屋部屋に全部銅像
が建っています。この銅像は、日本で考えれ
ば恐らく政治家の銅像が建つということにな
るかと思うんですが、その銅像は何の銅像か
というと、その部屋を造った大工さんの銅像
なんですね。
　　　　スウェーデン人たちが何を将来の世代に伝
えたいのかという価値観が現れていると、私
は思っておりまして、文化というのは、文化
そのものが過去の文化を暗黙地で伝えられな
がら発展させていくものであって、現在の文
化を育成させることと、過去の文化遺産を保
護し、過去の文化遺産を発展させていくとい
うのは、同時というのかな、相乗効果みたい
なもので、相反するものではないのではない
かなというふうに思います。そういう答えで
いいでしょうか。素人なので、そういう答え
しかできないですが。
藪田：はい。同じことを少し、川口さんも、恐らく
お考えになることだと思いますが、いかがで
しょう。
川口：すいません。それは、今でいいんですか。後
の部分じゃなかったですか。
藪田：先生が口火を切っていただきましたので、ま
ずやってください。
川口：そうですか。それに加えて、そのもう一つの
東京に対抗するというのをちょっと同時にお
答えさせていただいて、よろしいですか。
藪田：はいどうぞ。
川口：先ほど神野先生がおっしゃったように、僕た
ちも「歴史を活かすまちづくり」というのを
テーマにしております。それで、その26年前
というのは、全国で伝統的な建造物というこ
とで、例えば今井町であるとか、それから富
田林であるとか、そういうふうな古い町並み
をそのままそっくり残すということで、それ
がブームだった時期でした、今ももちろん、
どんどん増えておるんですけども、文化遺産
を残すということは、単なるノスタルジック
でやっているという部分も、無きにしも非ず
だったんですが、そいうことで進めてきまし
た。
　　　　ともすれば、遺産を残すというのは、マイ
ナスのイメージというか、ちょっと後ろを向
いたイメージで捉えられるんですが、考えて
みましたら、近代都市という、いろんな歴史
的なものを壊すことによって、効率を求めた
都市が造られてしまって。それで、画一的
な、ほんとにきれいな街並みはそろいました
けども、そこには余裕がない。ゆとりがな
い。面白みがない。遊びがない。結局、効率
的にはいいんですけど、人間が住みにくくな
ってきたということで、それに気づいて、最
近は近代都市の中にも、路地を造ったり、ち
ょっと遊びの広場を造ったりということにな
ってきました。
　　　　そうすると、平野の場合は、もともとある
ものを大事にすれば、わざわざ造らなくて
も、もともとあったものを大事にするという
ことで、気がつけばですね、守るということ
は、一周遅れで時代の先頭に行っているとい
う感覚があるんですね。ということは、歴史
を守るということがマイナスではなくて、ほ
んとは積極的な一番攻めではないかと。壊し
て新しく造るよりも残すことのほうが、本当
はものすごいエネルギーがいるんですね。で
も、それがやっぱり人間というのは、生物で
すから、残されてきた歴史とか、そういうも
のを感じる力ってあるんですよ。だから、そ
の歴史とか年輪を感じるものというのは、や
っぱり目にみえないものやけど、伝わってく
る。それがその町の雰囲気とか、景観という
か、街並みもそうなんですけども、やっぱり
それが大切だと思うということ。それは、先
ほどの歴史とクリエイティブな部分というこ
となんですが、私のほうは、実は1400年の聖
徳太子建立のお寺という伝統があるんです
が、その実は、伝統というものと現代的なも
のといのうは、何ていいますか…伝統を踏ま
えておらなかったら、新しいものは出てこな
─ 45 ─
いと思っているんですね。ですから、古いも
のを捨ててしまっては、新しいものは生み出
せないと。だから逆に言うと、千何百年の伝
統というものがある。そしたら、時代という
のは、どんどんどんどん変わってくるし、地
域も変わってくるけれども、その伝統がきち
っと守られておれば、それがいつも最先端に
いくんではないかと思ってるんですね。です
から、古いだけではだめなんですけども、古
いものをそのままやっぱり真に置いて、新し
いものが入ってくると。
　　　　ですから、仏教の伝統からいうと、教えは
お釈迦さんの時代の2500年から変わらない。
聖徳太子の時代からは、教えというものは、
人間に対する基本とか宗教は変わってないん
ですけど、その時代時代によって表現方法が
変わってくる。その時代によって、その表現
方法を変えなければいけないということで、
現代的なアートも全部取り入れないかんとい
うふうに思っております。
　　　　すみません。最後に大阪が東京に何が対抗
できるかいうと、まず古い歴史というのが、
京都・奈良・大阪という歴史の積み重ねがや
っぱり違いますね。これはいつも関西人が、
東京と対抗して意識的に言うてることなんで
すけども。
　　　　積み重ねてきたもの。それは今、埋もれて
いるだけなんですよ。この現代的な都市の下
に埋もれている。その積み重ねが大いにある
ので、それを掘り返していって、新しく時代
に、表現するっていうことが大切なんです。
今、埋もれているだけやと思うんですね。埋
もれているのを今までは、掘り起こさない
で、今でも、大阪は観光集客都市というて、
まず万博から始まって、味をしめましてね。
いろんなイベントとか、大きなものを建てて
人を呼ぶという発想ですけど、ほんとは眠っ
ているものがたくさんあるので、それを掘り
起こしていくということと、やっぱり最後
は、文化遺産というのは人間やと思うんです
ね。人材、やっぱり人間のおもしろさなの
で、眠っている文化と人間に絶対対抗できる
力がある。それが両方結びつけば、地域から
の発信というのは、ものすごい強力なものを
持っていると思いますので、それが大いに対
抗できると。まあ非常に‥最後に表現は悪い
んですけども、東京の人は寄せ集めの文化
で、新しもの好きにすぎないというふうに僕
は思っているんですけど。
藪田：はい。中村さん、どうしましょうか。お答え
いただけますか。ご意見があれば。
中村：徳島は、四国88箇所があって古い文化ですわ
ね。これは、ますます盛んになっていってま
す。それから、人形浄瑠璃なんかでも、やは
り後継者がどんどん出来てきて、古い文化が
ずっと続いていくようなことがあります。そ
れから、まあ新しいといえば、阿波踊りなん
ですけど。阿波踊りもずっと続いているんで
すけど、やっぱりこう住民の中から沸き起こ
ってくるような文化であれば、非常に発展す
るんではないかなと思ってます。
　　　　最後のこの大阪らしさとかあったんですけ
ど、私が外から見よるときは、東京のほうの
人は、あまり大阪を意識してないように思い
ます。大阪の人は、特に東京東京…というこ
とをものすごく意識していると思います。や
っぱり大阪の人が東京を意識せんようになっ
てきたときは、ぱっと上へいってるんでない
かな。
　　　　まあ私らのところで、四国の中では吉野川
があって、これ194km。それから、高知県の
ほうに四万十川が196kmあるんです。やは
り、四万十と吉野川を案外よく比べるんです
けど、四万十より吉野川きれいとかよく言う
んです。やはり、それを意識しているうち
は、相手を追い越すということは、なかなか
できんだろうと思います。外からみよると、
大阪の人は特に、私の偏見だろうと思うんで
すけど、東京を意識しているように思いま
す。東京のほうが大阪の人を意識していると
いう感じがあまりしないと私自身は受けませ
んので。やはり、いろんな良いものはものす
ごくあるんですから、あまり意識せんように
なってきたときが、大阪が確実に追い越した
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ようなときでないかなというように思ってお
ります。
藪田：ありがとうございます。全て答えていただか
なくても結構なんですが、ありがとうござい
ました。さすがにちょっと距離があるとい
う、海の向こうの冷めた感覚だと思います
が。もういっぺん戻りまして、土居さん。そ
の「古い文化とか新しい文化の問題」ですと
か、あるいは「文化遺産の継承の可能性」、
「日本風の可能性」という議論についていか
がでしょうか。
土居：あの…繁昌亭ができてどうなったかっていう
お話をしますとね。今日なんかそうですけど
も、土日祭日３割ぐらい人通りが増えたんで
す。しかも、その皆さん方がそれぞれ、落語
を聴きたい、商店街を歩きたい…ということ
で、晴れの場として考えてはるわけね。だか
ら、よそ行きの格好して、例えば着物姿がめ
ちゃめちゃ多い。これは、今の大阪に見られ
ない風景なんです。昔は、道頓堀へ行きます
とか、千日前へ行くといったら、そういう晴
れの場があったけども。今は、残念ながら、
大阪の文化って何やいうたら「たこ焼き」と
「お好み焼き」と、それから有名な「おばち
ゃん」。このぐらいしか大阪の文化がないよ
うに思われている。それはちょっと情けない
よね。ミナミの文化は、そういうふうな切り
口で。
　　　　キタの文化っていうのは…天神橋筋はキタ
へ入らないんですよ。天神橋筋はキタから外
れてるんです。キタの文化っていうのは何か
っていったら、企業文化で、それこそ先生お
っしゃったように、高い建物がいっぱい建っ
てね、そこへデパートがいっぱい入って、流
通だけで町を形成している文化。「そんな
ん、大阪違うやろ。」「もっと大阪らしい、え
えとこがあるやろ。」ということを天満から
発信をしたいと、そういうふうに思っている
わけです。
　　　　そうすると、新しい若者もたくさん増えて
くる。今度は噺家を使って…というたらおか
しいけど、噺家と一緒になって、どうしたら
落語に若い文化が生まれるかなということを
やろうとしたりね。観光バスを使って、どう
したら面白い大阪が楽しめるかなと。そうい
うことを発信したり、もうやりたいと思って
いることが山ほどあるわけ。特に大阪は、観
光がまだ下手くそやねん。全然、観光という
切り口では、今までやったことが慣れてな
い。まだ10年ぐらいにしかなりませんから、
ほんとに観光ってこんなものやと。さっき、
どなたかおっしゃったように、原風景が観光
なんやと。そうすると、原風景ということ
は、「自分たちがこの町が好きでっせ。」「こ
の町へ来て欲しいねん。」という思いを寄せ
ないと観光にならない。ユニバーサルやら海
遊館が観光かというたら、それだけでは観光
にならないんでね。本当に大阪に来てもらい
たいという人たちの思いが、上手くできてこ
そ観光やというふうに思いますから。そうい
う意味では、やることはいっぱいあると思い
ます。
　　　　最近は、経済産業省なんかがいうのは、
「もうお年寄りの受け皿がない。だから、商
店街はそのために一生懸命やってください。」
なんていうのは、僕は大反対。皆さん、年寄
りだけ商店街歩いていて嬉しいですか。嬉し
くないやん。やっぱり、若い人がいっぱい入
ってね。みんながごちゃ混ぜの文化で、かや
くご飯みたいな文化になってこそ、町がおも
ろしろい。だから、その必ずしも歴史街道を
歩くだけでは、文化が現在に継承できない。
なんとか今が活きる町にしたいというのが僕
の思いやから、歴史も使いながら、そんなこ
とを再現しながら、やっぱり今の町がある。
そういうふうにしたいと思うんですよ。
　　　　例えば、修学旅行生が来た話をしますけど
も、修学旅行生を大阪に一日実地体験という
ことで呼んだのは、うちの商店街が初めて。
それから、今ブームになってね。いっぱい来
はるけども。そのときに、例えば大阪弁とい
う言葉を教える。「大阪弁で『おおきに』言
うたら、どういうことや。」と言うたら、み
んなが「ありがとう。」っていうわけよ。「あ
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りがとう」は、当たり前なんで違うでと。
「おおきに」っていうのは、「おおいに、あり
がとう」。そやから、サンキュウベリーマッ
チがついてんねんでと。そのくらい商人は、
頭を下げてね。皆さんに、感謝をしてるね
ん。今のスーパーやコンビニみたいに、お金
と物とを交換してるだけと違う。それは、金
物交換業、て勝手に言うてんねけどね。そん
なもんと違う。やっぱり、真ん中に心を挟ん
で、おもてなしが挟んでこそ、商いなんや。
そういうとこをちゃんと教えたりする。
　　　　私は茶碗屋ですから、茶碗のことは皆さん
より詳しい。ある程度はね。ほんなら「瀬戸
物のことは、英語でどない言うねや。」言う
たら、たいがいの修学旅行生分かれへんね、
今。Japanて言うやん。Japanて…Chinaって
言う。China。で、漆はJapanて言うんです。
日本で生まれたから。器はChinaと、中国か
ら来たからChinaと言うやん。Chinaが日本
へ来たら、日本の器文化はどうなってん。あ
んたらみんな茶碗…自分の茶碗持ってるや
ろ。自分のお箸持ってるやろ。それは日本し
かないやんと。お父ちゃんもお母ちゃんも全
部自分の茶碗と自分のお箸持ってる。中国も
韓国もそんなんあらへんで。ナイフ・フォー
クに、自分のナイフや自分のお箸…スプーン
やいうたらあらへん。そういう文化も大事に
せなあかん…みたいなことを話したりね。例
えば、「ほな、商店街知ってるか？」て言う
て、その中学生に聞くと、ほとんどの人が
「商店街なんて行ったことない。」って言う。
そのかわり、それだけ地方の商店街っていう
のは、衰退してんねんけども。お母ちゃん
が、つまり商店街行ってないわけや。だか
ら、子どもはついて来ない。そうすると、ど
こ行ってるか言うたら、スーパーとか、コン
ビニとか、郊外型のショッピングセンターへ
行く。例えば、100円の茶碗買うて、それで
食べてる。そんなら、100円の茶碗買うのと
1,000円の茶碗買うのと…どっちが皆さん、
もったいないと思います。100円の茶碗、大
量に生産して、消費…勝手に使い捨てみたい
に、ほってしもて。それでも、陶器の土はだ
んだん減っていくんですよ。1000円の茶碗買
うたら、次の正月まで持って大事に使おう
や。柄も自分で選べる。いろんな生地も選べ
る。そうすると、自分の好きなものがそこ
で、文化が生まれる。100円の茶碗では決し
て文化が生まれない。
　　　　そういうことをちゃんと伝えるのが私たち
の町商人の文化やと思っている。それが今、
みんなにちょっと伝わってないのが、大変残
念やなあ。（資料を見ながら）いうことで、
こないだ30年以上商売してはる商店街の皆さ
んを全部これをここに網羅しました。この人
たちは確実に、それだけの自分の商いにプラ
イドを持っている。17代続いてる、刃物屋さ
んもおる。大塩平八郎の刃物作ったっていう
ような、そんな店もある。そういう人たちの
文化をもっともっとクローズアップさせたい
な。そのために、それが商店街の生き残りに
つながるか分からへんいうこととかね。今、
ここにチラシをちょっと、旧暦の月暦を作っ
た。ほな、農産物とか漁業とかは、全部旧暦
ですやん。旬のものっていうのは、全部旧暦
や。そんなことをみんなにやっぱり知って欲
しい。若い人に。旧暦の三日の日は、必ず三
日月の日なんやいうことぐらいは知ってほし
い。五月晴れいうたら、快晴の中に天気にな
ってる五月晴れじゃなくて、ちょうど五月晴
れの頃は、梅雨時なんや。その梅雨時の間
に、ちょっと晴れ間が見えるのが五月晴れや
ねんというふうなことも知ってもらいたい。
そういうことを伝えていく役割ができたらえ
えかなあと。　今、そんなことを思っている
んです。
藪田：あとお二人おられますので、どうぞ先ほどの
ご質問に、どういう角度からでも結構です。
お答えください。
藤原：我々、先ほどちょっと紹介させていただいた
「REENALプロジェクト」というのはですね。
まあ、新しいもの古いものも関係なく、いろ
んなものをですね。良いものは、良いもので
…それをフューチャーさせて、世の中をちょ
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っとでも良い方向に持っていきましょうとい
う気概を持ってですね。それに賛同していた
だける、地域の人々とかですね。それから、
企業の方々。それを巻き込んで、いろんなこ
とをやっております。
　　　　例えばですね。キャッシュカードのアーテ
ィストの発掘の事例があったと思うんですけ
ども、彼らはFM802さんの「digmeout」っ
ていうですね、アートプロジェクト。新人発
掘のプロジェクトがありまして、そのオーデ
ィションに通った方の…アーティストの方に
ですね、オリジナルの作品を描いてもらっ
て、キャッシュカードとかですね、ポスター
とかっていう作品発表の場にしてもらおう
と。で、それがされるとどういうことが起こ
るかというと、銀行がそういうオフィシャル
なカードなんで、いきなり彼らの作品が出る
と、彼らはいきなりですね…活躍の場がどん
どん広がるわけですね。
　　　　我々としては、企業として彼らに活躍のチ
ャンスを与えていって、何かムーブメントが
起こったり、そこにまた音楽をからめたら、
大阪発のミュージシャンがまたどんどん出る
…とかですね。そういうことを我々として
は、仕掛けたいなと。
　　　　例えば繁昌亭の例でいく、我々はここ堺筋
本町ですから、OLの人たちとか、サラリー
マンの人たちが多いと。例えば、ここで繁昌
亭を応援するようなチャリティー寄席をやる
ことによって、単なるチャリティーを集める
ということではなくて、そういうOLの人た
ちとか、サラリーマンの人たちが、どんどん
落語を文化として嗜むような方向になればい
いなというような雰囲気も持ってましてです
ね。そういう形で、何か広げられるようなお
手伝い。そこにまた企業が絡んでくると、企
業に働いてはる人たちも、またそこに何かい
い方向に持っていけるような感じがしていま
して。先ほど言われたように、日本はなかな
か仕事ばっかりしてサービス残業とかが多く
て、そういう関わり方が難しいというような
ところがあると思うんですけども。我々とし
ては、企業をそういう方向に持っていくこと
によって、そこに働いてはる人たちも、実は
仕事なんだけれども、そういう方向に持って
いけるというような。それで、地域に戻った
ところには、また地域でそういう活動をして
もらえるような雰囲気が作れたらいいなとい
うふうに思っております。
角：　すいません。普段は４NPOが前に出ており
まして、実はこういう場に出てくるのがめっ
たにない機会なので、かなり緊張しているん
ですけれども。ちゃんと、まとめてしゃべれ
るかどうか心配ですが…いくつか思ったこと
を話させていただきます。
　　　　まず、その現代芸術と言ってしまって、よ
く誤解されるんですが、もちろん新しいもの
を創ります。けれども、全く過去と断絶して
いるというわけじゃないんですね。すべての
手法っていうのを新しくもういっぺん考え直
そうっていうても、考え直すその前があるん
です。つまり、前のものをちゃんと勉強して
から、もう一度組み立て直すっていう活動を
しないと、新しいものにならない。紡いでい
くという作業。昔と今を繋いでいくっていう
作業。そして、また未来を繋ぐっていう作業
が、絶対必要なんですね。
　　　　ところが、その昔というのが断絶していま
す。一回目の断絶は、明治維新の時にありま
す。二回目の断絶が、戦争のときにありま
す。この断絶の後に、最近また断絶が起こっ
ているような気がしてならないんですね。な
ので今、昔のものを掘り起こしたり、昔のこ
とを知っている人たちや町にずっと息づいて
いるものと、もう一度触れ合うっていう機会
が求められている。それはアーティスト側に
とっても必要なことなんです。また、地元の
人たちが普通のものやというふうに思い込ん
でいるものをアーティストが「それ、おもし
ろいですよね。」とか言うて「いやいや。い
つも、やってることやけど。」というような
ことがあることによって、元々それを持って
た人たちにも「これって、すごいんや。」と
いうのを確認してもらうことが、今の現代
アートが芸術の術、技術として還元されてい
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る部分、いわゆる「アウトリーチ」の効果の
ひとつなんですね。
　　　　アーティストが、そういうふうに活動して
いく場所を広げていくのが、「アートマネー
ジメント」という仕事になってきます。その
芸術家が、美術館や劇場に留まるのではなく
って、その町に出かけていく。「アートマ
ネージャー」は、町の人と対話を重ねること
により、「今この町に、このアーティストを
連れてきたらええんちゃうか。」っていう、
そのマッチング的なところっていうのも担っ
てやっていく。つまり、その町に根付いた活
動をさらに別の要素を盛り込んできて、新し
く繋いでいくっていう作業。そうやって、ど
んどんどんどん織物を織り上げていくってい
う作業をこれからもアートNPOとアーティ
ストは続けていって、新しい社会…次の社会
を見据えて、活動していくんじゃないかなと
いうふうに思ってます。ちゃんと言えたか
な、今ので。
　　　　あと、東京に対抗する手段ていうような話
が、先ほど質問のほうにありましたけれど
も、中村さんがおっしゃっていたみたいに、
東京を見ている場合じゃないっていうのを、
最近ある資料を見て知りました。日本の全国
の経済規模を100とすると、東京の経済規模
が16％ぐらいなんですね。大阪はというと、
50年前までは10％ぐらいあったそうです。つ
まり、名実ともに、大阪は日本第二の都市や
ったんですけれども、今は８％を切っていま
す。つまり、東京の半分なんですね。ところ
が、50年前は６％程度やった愛知県が、７％
を超えてきてるんですよ。つまり、もう３番
目がすぐ後ろに来てるんです。それぐらい、
大阪って後退してきてるんですよ。
　　　　そういうことを考えたときに、東京に吸収
されているのではなくて、その周りの地域に
吸収されていってしまっているっていうこと
を考えたら、そりゃ東京の面白いもん、ええ
もんを対抗相手に選ぶのではなく、もっと全
国的に面白いものっていうのをちゃんと調査
して、「それに対して大阪は。」っていうこと
を考えていかないと駄目な時期なんじゃない
かなというふうに思います。
　　　　アートでも同じことが起こってまして、や
っぱり地方出身の面白いアーティストがどん
どん増えてきている。逆に東京っていうの
は、「なんか画一化している。一番面白いも
のが集まっている町のはずやし、もちろん
アーティストの人口もめちゃめちゃ多いけれ
ども、何かちょっと物足りない町になってき
ている」というふうにフェスティバルゲート
に出入りしているアーティストたちは言いま
す。いろいろ見てきた人たちが最終的に選ん
でくれる町。つまり、ほんまに面白いものが
集まる町は大阪、と言われるようになってほ
しいなと思って…ますますフェスティバル
ゲートに面白いアーティストを呼んで、それ
がいろいろと循環していくようなことを、や
っていきたいなというふうに思います。
藪田：はい。時間がなくなってまいりましたので…
今日５人の方のそれぞれの、極めて具体的
な、かつ長年にわたる活動の報告をしていた
だいたんですが、最後に神野先生。お話をお
聞きになられた上で、どういうご感想をお持
ちになられたのか少し…もし、おまとめの発
言がいただけたら、ありがたいと思うんです
が。いかがでしょうか。
神野：　私がまとめるというよりも、皆さま方のお
話がすべてを物語っている、強烈なメッセー
ジになったのではないかというふうに思いま
す。先ほど、イギリスからお帰りになった若
い人が、おっしゃっていたようにですね。確
かに、日本は古いものを失いつつあります
し、そのことは「働きすぎ」と関係があるの
かもしれません。元々、家族familyっていう
英語は、食事を同じくする者という意味です
から。ローマの奴隷にもですね。家族は、食
事を同じくする権利を認められておりまし
た。しかし、今、日本人で、家族で食事を一
緒にしている権利を行使している家族が、ど
の程度あるかっていうと疑わしいんですね。
たまたま、お父さんが一緒に食事をしたとき
も、仕事のことを考えているっていうような
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家族が、多いような気さえいたします。
　　　　古いものを守っていくというよりも重要な
ことは、古いものにプライドを持って、かつ
新しい状況に対応させていくということなの
ではないかと思います。そういうときに重要
なのは、実は「公」ということではないかと
思うんです。つまり、「社会の構成員が協力
して事に当たる」ということだと思うんです
が。今日のご発表で、全ての事例の研究を見
て学べることは、社会の構成員が自らの生活
のために活動をする。しかも、重要なこと
は、その古いものに対してプライドを持って
いるということではないかと思います。確か
に、日本は「コモンズ」、「公」という概念を
失いました。
　　　　「公」というのを、一番説明するのにいい
公園というのは、ドイツの偉大な文学者、
ゲーテが作りました。ゲーテは、「封建領主
や一部の貴族だけが独占している美しい庭園
を、全ての社会の構成員に開放しよう」とい
うふうに主張したわけです。「公」というの
は、全ての社会の構成員に解放されているも
のという意味です。大英博物館は、全ての社
会の構成員に、学術を開放するということを
任務としておりますので、イギリスはいか
に、民営化したり、独立行政法人化したりし
たとしても、大英博物館は無料です。全ての
社会の構成員に開放することだからです。
　　　　そういうその「コモンズ」。まあ、日本で
も「結」とか、さまざまなものが残っていた
わけですけれども。日本は、コモンズを失っ
たというふうに言われておりますが、国際コ
モンズ学会というのが組織され、現在の世界
の経済的な思想の主流は「コモンズの悲劇」
と言って、コモンズにしたら効率が悪いと。
みんなで、社会の構成員が助け合って仕事を
したら、効率が悪いんだと。私有財産をくっ
つけて、競争させるのが一番効率的なんだと
いうふうに言われていたんですが、それが
「コモンズの悲劇」って言われている。「コモ
ンズ」にしたら効率が悪い、悲劇が起きちゃ
うっていう議論だったんです。国際コモンズ
学会っていうところが、世界的にコモンズで
悲劇が働いてるかということを調べたら、働
いていないっていうことが分かったんです
ね。、その会長である女性ですが、マーガレ
ット・マッキーンという女性は、世界で最も
「コモンズ」をですね。巧みに運営している
国民はどこかっていうと、「それは日本だ」
というふうに言っております。マーガレッ
ト・マッキーンが指摘しているのは、最も巧
みに「コモンズ」を運営した例は、四国の弘
法大師が造った「満濃池の管理」。これが、
最も巧みに「コモンズ」を管理した例であ
る。これは、世界の現代の農業が学ばなけれ
ばならない原点であると、こういうふうに言
っているんですね。
　　　　私があまり悲観をしていないのは、確かに
日本は「公」を失った。公用電話、「公」に
用いる電話ということですね。中国では、誰
もが使える電話のことを言っておりますの
で、社会の構成員の誰もが参加できるものが
「公」なんですね。ところが、日本で公用車
っていうとですね。官僚だけが使う車のこと
を言ってますから、「公」っていう意味が剥
奪されて、「官」というものに変わってしま
っている。しかし、「公」っていうのは失わ
れているかっていうと、伝統があって、この
伝統さえ頭を持ち上げてくれば、必ず「公」
は復活する。
　　　　今日の発表していただいた皆さまのものを
みれば、あるときは水資源だったり、町おこ
しだったり、文化を守るっていうことだった
り、その地域社会での生活を発展させること
であったり、いろいろな例はありますけれど
も、自発的に、下からグラスルーツで、社会
の構成員の全ての人々が参加しようという根
が残っている。これが日本の未来を切り開い
ていくのではないかというふうに感じまし
た。以上です。
藪田：ありがとうございました。それでは、最後に
センター長のほうから一言。閉会のご挨拶を
申し上げます。
髙橋：長時間にわたりご議論いただきありがとうご
─ 51 ─
ざいました。私も少しだけ紹介しておきたい
ことがあります。以前、福島県の会津若松に
行きましたときのことですが、「会津若松
は、戊辰戦争に負けてよかった」という話を
耳にしたことを鮮明に覚えております。歴史
に「もしも」はありませんが、会津藩が薩長
側についていれば、旧国鉄の幹線も東北新幹
線も会津若松を間違いなく通るルートになっ
ていただろうと、そうしますと日本の原風景
を残すような現在の会津若松はなかっただろ
ういうわけです。興味深い話です。
　　　　もう一つ、今日のご議論も頂戴しながらで
すが、私どもが考えている「文化遺産学」と
いうのは、「文化遺産」を決して過去のも
の、遺物とは捉えておりません。文化遺産
は、先人たちが残してくれた貴重な遺産であ
って、それは将来を構想する際の大切な資源
であるという考えです。文化遺産学の立場で
大切なことは、地域の特質を見きわめ、それ
を活かしていくということです。つまり、特
徴を「際立たせる」ことが重要です。たとえ
ば、天神橋筋商店街をはじめ関西の商店街に
はアーケードがございますが、東京・関東に
はアーケードがありません。これなども大阪
の「際立つ」文化的特質です。このアーケー
ドは、お客だけでなく、地域の共同体にとっ
てもじつに有効です。これがあることによっ
て、向こう三軒両隣の意識が濃密になり、そ
こにコミュニケーションが生まれます。これ
がもともとの「結の精神」でございます。神
野先生がおっしゃる、「きずなの基本形態」
は、ここにあるんだろうと思います。「きず
な」は、地域の人びとによる「内なるきず
な」と、地域外の方がたがその地域に寄せる
「外なるきずな」の二つが機能しなければな
らないと考えております。もちろん、なによ
りも「内なるきずな」を尊重しなければなり
ません。
　　　　ともかく、本日は、神野先生の基調講演を
はじめ、川口さん、中村さん、土井さん、藤
原さん、角さん、皆さん方にはまことに貴重
なご意見を賜りまして、まことにありがとう
ございました。どうか今後ともに、私ども
「なにわ・大阪文化遺産学研究センター」に
対しまして、ご支援とご指導をいただきたい
と存じます。本日は、どうもありがとうござ
いました。
藪田：どうもありがとうございました。それでは、
閉会とさせていただきます。お手元に緑色の
アンケートがございますので、お帰りになら
れますときにお出しいただけたらと思います。
パネル展示
「牧村史陽氏旧蔵大阪の古写真」
　今回は、大阪のまちづくりを中心としたフォーラ
ムのテーマにあわせて、昨年度にひきつづき、なに
わ・大阪文化遺産学研究センター所蔵・牧村史陽氏
旧蔵古写真のなかから、昭和30～40年代の大阪市内
の写真を選び、現在の場所と比較できるように、パ
ネル展示を実施した。
髙橋センター長とパネリスト
パネル展示に見入る来場者
